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小松市役所からのお知らせ はつらつ健診・がん検診は
　　　もう受診されましたか？今年度まだはつらつ健診・がん検診を受けていない方は、

集団総合健診でぜひご受診ください。要予約の先着順で
す。各検診日の10日前までにいきいき健康課へご予約
ください（電話 24-8056）。
はつらつ健診は小松市国民健康保険にご加入の方、がん
検診は市民の方が対象です。

問い合わせ・申し込み先問い合わせ・申し込み先
小松市役所いきいき健康課  ☎24-8056

10月28日（土）
11月 4日（土）
11月 5日（日）
11月11日（土）
11月13日（月）
11月18日（土）

会場：小松市すこやかセンター（小松市民病院西隣） （●：実施） がん検診の料金が安くなりました！
はつらつ健診 胃・肺・大腸がん 前立腺がん 乳・子宮がん

月日　　受付 ９：３０～１０：３０

11月25日（土）
11月26日（日）

11月19日（日）
レディース健診日（女性のみ）
11月23日（木・祝）
がん検診のみの日☆

がん検診のみの日…がん検診のみ受診の方におすすめ！比較的待ち時間が短いです。
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はつらつ健診

胃がん

肺がん

大腸がん

前立腺がん

子宮頸がん

乳がん

検診の種類 対 象 者 内　容 料　金
40歳以上（Ｓ53.3.31以前生）で
国民健康保険に加入中の人

40歳以上
（Ｓ53.4.1以前生）の人

50～69歳
（S23.4.2～S43.4.1生）の男性

20歳以上
（H10.4.1以前生）の女性
40歳以上（Ｓ53.4.1以前生）で
昨年度受けていない女性

診察、身体計測、血液
検査、尿検査など

胃部Ｘ線検査

胸部Ｘ線検査
喀痰検査

便潜血検査

ＰＳＡ検査（採血）

細胞診検査

マンモグラフィ

７００円

４００円

２００円

２００円

５００円

５００円

無　料
喀痰検査300円

ISICO石川県産業創出支援機構

平成29年度
新規出店者募集中！

「お店ばたけプラス」は、（公財）石川県産業創出支援機構（ISICO）が運営するインキュベーションモールです。
ネットショップや実店舗誘導型ホームページをオープンして間もない店舗や、オープンしたが思ったように成果
が上がらない方に出店していただき、様々なサポートをしています。

◎出店メリット◎
□ ホームページの専門家に相談できる！
□ 出店者限定セミナーへの参加や、有料セミナーを
一部無料で受講できる！

□ 勉強会やメーリングリストで情報交換できる！
□ 自店ホームページにリンクを貼ってもらえる！

◎詳細・出店申込み◎
公募ホームページをご覧ください。
http://www.isico.or.jp/omisebatake/bosyu

ISICO産業振興部  産業情報課  お店ばたけ担当
〒920-8203  石川県金沢市鞍月2丁目20番地
Tel:076-267-1001　Fax:076-268-4911　E-mail : its@isico.or.jp
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第13回 ふるさと小松検定第13回 ふるさと小松検定第13回 ふるさと小松検定第13回 ふるさと小松検定 今年から高校生以下の
検定料が無料になりました！

■実 施 日　平成29年11月18日（土）
■受 験 級　初級編・中級編・上級編（各30分 50問）

メモリアルコース「那谷寺と白山信仰」 （20分 25問）
■申込期間　平成29年10月2日（月）～ 10月31日（火）

9：00～ 17：00（土日・祝日は除く）
■検 定 料　一般：500円

高校生以下：無料（お申込みの際に学生証等をご提示ください）
■会　　場　小松商業高校
■申 込 先　小松商工会議所事業課

TEL（0761）21-3121  FAX（0761） 21-3120
■ドリルとテキストについて
●ドリルは希望者全員に、テキストは中級編・上級編受験者のみに貸し出しいたします。
●メモリアルコース専用テキスト＆ドリルは受験者のみに配布いたします。
※申込書並びにテキスト・ドリル・過去問題はふるさと小松検定
Webページからもダウンロードできます。 ＮＰＯ法人 ふるさと小松検定 検索

毎

年テ
ーマが変わります

!

受験のチャンスは
１回限り

公募期間　平成29年9月4日（月）～10月31日（火）
対　　象　消費者向けのネットショップまたは実店舗誘導型の

ホームページを運営し、販路拡大を目指す石川県内
の中小企業（個人事業者も可）
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■実 施 日　平成29年11月18日（土）
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■申込期間　平成29年10月2日（月）～ 10月31日（火）

9：00～ 17：00（土日・祝日は除く）
■検 定 料　一般：500円

高校生以下：無料（お申込みの際に学生証等をご提示ください）
■会　　場　小松商業高校
■申 込 先　小松商工会議所事業課

TEL（0761）21-3121  FAX（0761） 21-3120
■ドリルとテキストについて
●ドリルは希望者全員に、テキストは中級編・上級編受験者のみに貸し出しいたします。
●メモリアルコース専用テキスト＆ドリルは受験者のみに配布いたします。
※申込書並びにテキスト・ドリル・過去問題はふるさと小松検定
Webページからもダウンロードできます。 ＮＰＯ法人 ふるさと小松検定 検索

毎

年テ
ーマが変わります

!

受験のチャンスは
１回限り

公募期間　平成29年9月4日（月）～10月31日（火）
対　　象　消費者向けのネットショップまたは実店舗誘導型の

ホームページを運営し、販路拡大を目指す石川県内
の中小企業（個人事業者も可）
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経営相談

記帳・税務相談

本所では専門スタッフがあらゆるご相談に応じております。

相談場所 ● 小松商工会議所 ☎0761-21-3121
会員様のご相談は無料です。ご相談の秘密は厳守します。

予約制

予約制

【経営】
・経営について専門家の意見を聞
きたい。
・店舗移転を考えている。
・金融機関の返済に追われている。

【IT】
・インターネットで企業PRしたい。

【特許・商標】
・特許や商標登録について検討し
ている。
・海外に製品を出したい。

【労働】
　雇用・労務に関する相談をしたい。

※ご相談内容によっては、専門家派遣
事業にて対応または専門機関をご紹
介しております。

☎0761-21-3121
（小松商工会議所経営支援課）-40

-30
-20
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20

・会社の経理や税務についてわか
らないことがある。
・消費税について教えてほしい。
日時 10月10日（火）10：00～16：00

専門家　河南恵美税理士

☎0761-21-3121
（小松商工会議所経営支援課）

今月の利率
（平成29年9月13日現在）

平成29年度（8月
末まで）認定実績

■マルケイ資金 12　件

4,520万円

　無担保・無保証人
　 2,000万円
　・利率　1.11％
　・期間　10年（運転7年）

■小口事業資金（追認小口） 0　件

0万円

0　件

0万円

　原則無担保
　 1,500万円
　・利率　1.75％
　・期間　7年（運転5年）

■小口零細（創業者分含） 8　件
10,900万円

2　件
1,150万円

　原則無担保
　 1,250万円
　・利率　1.7％
　・期間　7年（運転5年）

■経営安定支援融資（一般分）
　 8,000万円（運転資金）
　・利率　1.6％
　・期間　7年

2　件

7,100万円

■経営安定支援融資（資金繰り支援分）
　 8,000万円（運転資金）
　・利率　1.85％
　・期間　7年（実情に応じ10年）

1　件

500万円

■経営安定支援融資（緊急経営安定支援分）
　 8,000万円（運転資金）
　・利率　1.3％
　・期間　7年以内

9　件

12,337万円

■地域商工業活性化融資
　 5,000万円（特認2億円）
　・利率　1.6％～1.8％
　・期間　5年～15年
　（期間10年超の場合は、変動金利）

創業者分

零　細　分

金 融 情 報
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LOBO調査 景況天気予報 調査期間：2017年8月16日～22日
調査対象：全国の423商工会議所が3,798企業
　　　　　にヒアリング

「LOBO調査とは」全国の商工会議所の FAXとコンピュータで結んだ早期景気観測調査

とくに好調

50≦DI 25≦DI＜50 0≦DI＜25 ▲25≦DI＜0 DI＜▲25

好調 まあまあ 不振 きわめて不振

＊DI値（景況判断指数）について
　DI値は、売上・採算・業況などの各項目についての、判断の状況
を表す。ゼロを基準として、プラスの値で景気の上向き傾向を表す
回答の割合が多いことを示し、マイナスの値で景気の下向き傾向
を表す回答の割合が多いことを示す。したがって、売上高などの実
数値の上昇率を示すものではなく、景気感の相対的な拡がりを意
味する。
【DI】=（増加・好転などの回答割合）－（減少・悪化などの回答割合）

建 設

製 造

卸 売

小 売

サービス

前 年 同 月 比
全 国全 国 北陸・信越 北陸・信越
先 行 見 通 し 業況DIは、足踏み。

先行きは慎重な見方残るも、
緩やかな回復を見込む

○
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の
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は
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。

○「
新
規
販
売
先
を
開
拓
し
た
こ

と
で
、
売
上
が
改
善
し
た
。
人
件

費
な
ど
が
上
昇
し
て
い
る
が
、
電

気
代
な
ど
そ
の
他
の
経
費
を
切
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業況DIの推移（全産業・前年同月比）
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全産業合計
の業況DI値

月の

厚生労働省発表 有効求人倍率総務省発表 完全失業率
全 国

石 川 県

完全失業者数

2.8％

2.1％

191万人

（前月2.8％）

（4～6月期）

（前月192万人）

全 国

石 川 県
ハローワーク
小 松 管 内

1.52倍

1.83倍

1.55倍

（前月1.51倍）

（前月1.76倍）［原数値]

（前月1.53倍）[原数値]

金沢 白山 七尾 加賀 輪島1.81倍 2.25倍 1.48倍 2.54倍 1.45倍

▲18.2

雇
用
情
報

7月

経営相談窓口

予約制を除く相談は事前のご連絡は不要です。お気軽にお越しください。

悩みを抱えたままにしていませんか？

北
陸
信
越
の
概
況

15/8 10 12 16/2 4 6 8 10 12 17/2 4 6 8
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金融（融資）相談

予約制

※随時対応しております。
低金利で公的な制度融資を利用し
たい。
マル経資金の相談をしたい。
受付時間（月）～（金）9：00～16：00
（小松商工会議所経営支援課）

法律相談事業に
関する

・保証債務の問題で困っている。
・取引先が倒産した。

日時　10月5日、12日、19日、26日
　（毎週木曜日）13：00～15：30

☎076-221-0242
南加賀法律相談センター（金沢弁
護士会）にてご予約ください。

経営セーフティ共済（中小企業倒産防止共済制度）
の前納減額金にかかる見直しとは?

　セーフティ共済とは、取引先が倒産した場合に、掛け金総額の10倍を
限度（最高８千万円）とした貸付が受けられる制度です。
　平成29年11月以降に掛金を前納した場合に、掛金月掛と前納期間に応じた前納減
額金（割引金）が契約者に支払われる金額が、制度改正により、掛金の減額率が
「0.9/1000」（現行5/1000）に引き下げとなります。

詳しくは

 ▲14.2 ▲32.3 ▲10.1 ▲22.6

 ▲6.9 2.7 ▲7.2 2.8

 ▲17.0 ▲13.3 ▲19.4 ▲13.3

 ▲36.3 ▲28.1 ▲32.5 ▲25.0

 ▲17.2 ▲22.2 ▲14.8 ▲19.4

中小機構　制度改正（前納減額率の見直し）のお知らせ 検  索

　日頃より、小松商工会議所運営に格別のご理解とご協力を賜り厚くお
礼申し上げます。
　本所では地域の総合経済団体として中小企業の経営の安定や経営体
質の強化を支援するとともに、会員事業所の皆様のニーズに応じたサ
ービスの提供に努めています。
　つきましては、これまで以上に会員の皆様のご要望を踏まえた事業を
展開するために、アンケート調査を実施させていただくことと致しました。
　皆様におかれましては、お忙しいところ大変恐縮に存じますが、本ア
ンケートの実施にご理解ご協力賜りますようお願い申し上げます。
　なお、ご記入いただきました個人情報は、本調査に関する照会にの
み使用し、その他の目的では使用いたしません。

　アンケート用紙は会報の9月号に同封されています。
１．回答期限　　平成29年10月31日（火）
２．回答方法　　回答用紙にご記入いただき、下記のいずれか

の方法にてご回答下さい。
①返信用封筒にて返送　②FAXにて返信

【お問い合わせ先】
　小松商工会議所　総務財政課
　　〒923-8566 小松市園町ニ１
　　ＴＥＬ：０７６１（２１）３１２１　ＦＡＸ：０７６１（２１）３１２０

引き続きご協力よろしくお願い致します。

会員事業所アンケート調査の実施について（依頼）
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本所では専門スタッフがあらゆるご相談に応じております。

相談場所 ● 小松商工会議所 ☎0761-21-3121
会員様のご相談は無料です。ご相談の秘密は厳守します。

予約制

予約制

【経営】
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・インターネットで企業PRしたい。
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・特許や商標登録について検討し
ている。
・海外に製品を出したい。
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　雇用・労務に関する相談をしたい。

※ご相談内容によっては、専門家派遣
事業にて対応または専門機関をご紹
介しております。
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・会社の経理や税務についてわか
らないことがある。
・消費税について教えてほしい。
日時 10月10日（火）10：00～16：00

専門家　河南恵美税理士

☎0761-21-3121
（小松商工会議所経営支援課）

今月の利率
（平成29年9月13日現在）

平成29年度（8月
末まで）認定実績

■マルケイ資金 12　件

4,520万円

　無担保・無保証人
　 2,000万円
　・利率　1.11％
　・期間　10年（運転7年）

■小口事業資金（追認小口） 0　件

0万円
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　原則無担保
　 1,500万円
　・利率　1.75％
　・期間　7年（運転5年）

■小口零細（創業者分含） 8　件
10,900万円

2　件
1,150万円

　原則無担保
　 1,250万円
　・利率　1.7％
　・期間　7年（運転5年）

■経営安定支援融資（一般分）
　 8,000万円（運転資金）
　・利率　1.6％
　・期間　7年

2　件

7,100万円

■経営安定支援融資（資金繰り支援分）
　 8,000万円（運転資金）
　・利率　1.85％
　・期間　7年（実情に応じ10年）

1　件

500万円

■経営安定支援融資（緊急経営安定支援分）
　 8,000万円（運転資金）
　・利率　1.3％
　・期間　7年以内

9　件

12,337万円

■地域商工業活性化融資
　 5,000万円（特認2億円）
　・利率　1.6％～1.8％
　・期間　5年～15年
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調査対象：全国の423商工会議所が3,798企業
　　　　　にヒアリング
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回答の割合が多いことを示し、マイナスの値で景気の下向き傾向
を表す回答の割合が多いことを示す。したがって、売上高などの実
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他
の
経
費
を
切
り

詰
め
、
採
算
は
改
善
し
た
」（
飲

食
料
品
等
卸
売
業
）、「
雨
天
の

日
が
多
く
、
地
域
の
夏
祭
り
の
日

も
天
候
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
た
め
、

前
年
に
比
べ
大
幅
に
売
上
が
悪
化

し
た
。
特
に
生
ビ
ー
ル
な
ど
飲
料

の
売
れ
行
き
が
鈍
か
っ
た
」（
飲
食

業
）、「
人
手
不
足
に
伴
う
人
件
費

の
上
昇
に
加
え
、
ネ
ッ
ト
通
販
と

の
低
価
格
競
争
に
陥
り
、
採
算
が

圧
迫
さ
れ
て
い
る
」（
衣
服
小
売

業
）

○
業
況
の
先
行
き
見
通
し
D
I

は
、
全
産
業
で
は
今
月
と
比
べ
改

善
の
見
込
み
。
産
業
別
に
み
る

と
、
建
設
業
、
小
売
業
、
サ
ー
ビ

ス
業
で
改
善
、
そ
の
他
の
2
業
種

で
ほ
ぼ
横
ば
い
の
見
込
み
。

　8
月
の
全
産
業
合
計
の
業
況
D
I
は
、▲
18
．

2
と
、前
月
か
ら
▲
2
．1
ポ
イ
ン
ト
の
悪
化
。関

東
を
中
心
と
し
た
記
録
的
な
長
雨
に
伴
う
客
足

の
減
少
や
、農
産
物
の
不
安
定
な
出
荷
か
ら
、サ

ー
ビ
ス
業
や
卸
売
業
、小
売
業
の
業
況
感
が
押

し
下
げ
ら
れ
た
。ま
た
、人
手
不
足
の
影
響
拡
大

や
消
費
者
の
節
約
志
向
を
指
摘
す
る
声
も
多

い
。他
方
、電
子
部
品
、自
動
車
関
連
の
生
産
や
、

夏
休
み
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
が
好
調
に
推
移

し
た
ほ
か
、建
設・設
備
投
資
の
堅
調
な
動
き
も

続
い
て
い
る
。
中
小
企
業
の
景
況
感
は
総
じ
て

み
れ
ば
緩
や
か
な
回
復
基
調
が
続
く
も
の
の
、

足
踏
み
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　先
行
き
に
つ
い
て
は
、先
行
き
見
通
し
D
I
が

▲
16
．4（
今
月
比
＋
1
．8
ポ
イ
ン
ト
）と
改
善
を

見
込
む
も
の
の
、「
悪
化
」か
ら「
不
変
」へ
の
変
化

が
主
因
で
あ
り
、実
体
は
ほ
ぼ
横
ば
い
。輸
出
や

設
備
投
資
の
堅
調
な
推
移
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
含

む
観
光
需
要
の
拡
大
に
加
え
、公
共
工
事
の
増

加
な
ど
へ
の
期
待
感
が
伺
え
る
。
他
方
、深
刻
な

人
手
不
足
の
影
響
拡
大
や
、消
費
者
の
節
約
志

向
、運
送
費・原
材
料
費
の
上
昇
、地
政
学
的
リ

ス
ク
な
ど
を
懸
念
す
る
声
が
多
く
、中
小
企
業

に
お
い
て
は
先
行
き
へ
の
慎
重
な
見
方
も
続
く
。

業況DIの推移（全産業・前年同月比）

8
全産業合計
の業況DI値

月の

厚生労働省発表 有効求人倍率総務省発表 完全失業率
全 国

石 川 県

完全失業者数

2.8％

2.1％

191万人

（前月2.8％）

（4～6月期）

（前月192万人）

全 国

石 川 県
ハローワーク
小 松 管 内

1.52倍

1.83倍

1.55倍

（前月1.51倍）

（前月1.76倍）［原数値]

（前月1.53倍）[原数値]

金沢 白山 七尾 加賀 輪島1.81倍 2.25倍 1.48倍 2.54倍 1.45倍

▲18.2

雇
用
情
報

7月

経営相談窓口

予約制を除く相談は事前のご連絡は不要です。お気軽にお越しください。

悩みを抱えたままにしていませんか？

北
陸
信
越
の
概
況

15/8 10 12 16/2 4 6 8 10 12 17/2 4 6 8
-40
-30
-20
-10
0
10
20

金融（融資）相談

予約制

※随時対応しております。
低金利で公的な制度融資を利用し
たい。
マル経資金の相談をしたい。
受付時間（月）～（金）9：00～16：00
（小松商工会議所経営支援課）

法律相談事業に
関する

・保証債務の問題で困っている。
・取引先が倒産した。

日時　10月5日、12日、19日、26日
　（毎週木曜日）13：00～15：30

☎076-221-0242
南加賀法律相談センター（金沢弁
護士会）にてご予約ください。

経営セーフティ共済（中小企業倒産防止共済制度）
の前納減額金にかかる見直しとは?

　セーフティ共済とは、取引先が倒産した場合に、掛け金総額の10倍を
限度（最高８千万円）とした貸付が受けられる制度です。
　平成29年11月以降に掛金を前納した場合に、掛金月掛と前納期間に応じた前納減
額金（割引金）が契約者に支払われる金額が、制度改正により、掛金の減額率が
「0.9/1000」（現行5/1000）に引き下げとなります。

詳しくは

 ▲14.2 ▲32.3 ▲10.1 ▲22.6

 ▲6.9 2.7 ▲7.2 2.8

 ▲17.0 ▲13.3 ▲19.4 ▲13.3

 ▲36.3 ▲28.1 ▲32.5 ▲25.0

 ▲17.2 ▲22.2 ▲14.8 ▲19.4

中小機構　制度改正（前納減額率の見直し）のお知らせ 検  索

　日頃より、小松商工会議所運営に格別のご理解とご協力を賜り厚くお
礼申し上げます。
　本所では地域の総合経済団体として中小企業の経営の安定や経営体
質の強化を支援するとともに、会員事業所の皆様のニーズに応じたサ
ービスの提供に努めています。
　つきましては、これまで以上に会員の皆様のご要望を踏まえた事業を
展開するために、アンケート調査を実施させていただくことと致しました。
　皆様におかれましては、お忙しいところ大変恐縮に存じますが、本ア
ンケートの実施にご理解ご協力賜りますようお願い申し上げます。
　なお、ご記入いただきました個人情報は、本調査に関する照会にの
み使用し、その他の目的では使用いたしません。

　アンケート用紙は会報の9月号に同封されています。
１．回答期限　　平成29年10月31日（火）
２．回答方法　　回答用紙にご記入いただき、下記のいずれか

の方法にてご回答下さい。
①返信用封筒にて返送　②FAXにて返信

【お問い合わせ先】
　小松商工会議所　総務財政課
　　〒923-8566 小松市園町ニ１
　　ＴＥＬ：０７６１（２１）３１２１　ＦＡＸ：０７６１（２１）３１２０

引き続きご協力よろしくお願い致します。

会員事業所アンケート調査の実施について（依頼）
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大
型
店
の
影
響
で

厳
し
い
状
況

❶
三
日
市
商
店
街
振
興
組
合

　
大
型
店
舗
の
出
店（
イ
オ
ン
モ
ー

ル
新
小
松
店
）に
よ
り
厳
し
い
状
況

で
あ
る
。
た
だ
し
昔
か
ら
の
固
定
客

の
い
る
お
店
が
ほ
と
ん
ど
で
、
な
ん

と
か
営
業
し
て
い
る
。

　
こ
の
現
状
が
続
け
ば
さ
ら
に
厳
し

い
状
況
に
な
る
。
店
主
の
高
齢
化
が

進
み
、
新
し
い
人
が
入
っ
て
こ
な
い

と
ジ
リ
貧
に
な
る
。

　
新
し
い
人
を
誘
致
で
き
る
の
か
？

既
存
店
が
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
出
来
る
の
か
に
か
か
っ
て
い
る
。

組
合
員
が
増
え
な
い
こ
と
に
は
話
し

に
な
ら
な
い
。

小
松
大
学
開
学
の

人
の
流
れ
を
取
込
み
た
い

❷
八
日
市
商
店
街
振
興
組
合

　
イ
オ
ン
モ
ー
ル
新
小
松
店
の
開
店

よ
り
５
ヶ
月
、
じ
わ
じ
わ
と
影
響
が

出
て
い
る
。

業
種
に
よ
り
そ
の
度
合
い
は
様
々
だ

が
プ
ラ
ス
に
は
た
ら
い
て
い
る
店
舗

は
な
い
に
等
し
い
。
来
春
の
公
立
小

松
大
学
開
学
に
よ
る
人
の
流
れ
の
変

化
を
い
か
に
取
り
込
む
こ
と
が
で
き

る
か
が
ポ
イ
ン
ト
と
考
え
る
。

駅
前
の
変
化
に
組
合
と
し
て

ど
う
取
組
む
か

❸
小
松
中
央
通
り
商
店
街
振
興
組
合

　
イ
オ
ン
モ
ー
ル
新
小
松
店
開
業
後

も
あ
ま
り
変
わ
ら
ず
低
空
飛
行
で
あ

る
が
、思
っ
た
程
の
下
落
は
な
く
そ
の

点
は
良
か
っ
た
。

　
11
月
の
ホ
テ
ル
開
業
、
公
立
小
松

大
学
の
開
学
が
明
る
い
材
料
で
あ

り
、
そ
れ
に
向
け
て
組
合
と
し
て
も

ど
う
取
り
組
む
か
が
課
題
で
あ
る
。

　
大
学
開
学
な
ど
明
る
い
材
料
が
あ

り
、空
き
店
舗
へ
の
出
店
に
期
待
し
て

い
る
。

　経
営
者
の
高
齢
化
、会
員
数
の

減
少
に
よ
り
先
行
き
不
透
明

❹
粟
津
駅
前
商
交
会

　
粟
津
駅
前
商
交
会
は
い
く
つ
か
の

業
種
の
集
ま
り
な
の
で
、一概
に
は
言

え
な
い
が
、
大
型
店
の
進
出
に
よ
る

業
績
悪
化
の
影
響
は
様
々
な
形
で
表

れ
て
お
り
、
来
客
数
の
減
少
が
仕
入

れ
数
の
抑
制
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
昨
今
は
車
社
会
な
の
で
駐
車
場
の

少
な
い
商
店
街
は
ま
す
ま
す
客
足
が

遠
の
き
、
経
営
者
の
高
齢
化
、
会
員

数
の
減
少
な
ど
、
先
行
き
不
透
明
な

話
題
ば
か
り
で
あ
る
。
公
立
小
松
大

学
の
開
学
の
チ
ャ
ン
ス
を
逃
さ
な
い

た
め
に
、
今
か
ら
打
開
策
を
練
っ
て

い
る
。

中
東
・
欧
州
の
世
情
不
安
が

輸
出
へ
悪
影
響

❺
小
松
織
物
工
業
協
同
組
合

　
小
松
織
物
業
関
連
の
動
向
は
国
内

向
け
一
部
企
業
、
商
品
の
受
注
で
現

状
維
持
し
て
い
る
も
の
が
見
ら
れ

る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
同
業
他
社
の

廃
業
に
よ
る
も
の
で
、
総
じ
て
は
原

材
料
、
生
産
関
連
資
材
価
格
の
高
止

ま
り
に
加
え
て
消
費
の
落
ち
込
み
、

低
価
格
志
向
の
高
ま
り
の
影
響
が
大

き
く
生
産
性
、
採
算
性
は
厳
し
さ
が

増
し
て
い
る
。

　
輸
出
関
連
は
中
東
や
欧
州
の
世
情

不
安
が
増
大
し
、
悪
影
響
が
続
い
て

お
り
、
こ
れ
ま
で
安
定
し
て
い
た
商

品
で
も
採
算
性
は
非
常
に
厳
し
い
状

況
で
あ
る
。

　
国
内
人
口
減
少
や
価
値
観
、
物
流

な
ど
環
境
が
大
き
く
変
化
し
、
国
内

繊
維
産
業
へ
の
需
要
は
海
外
へ
シ
フ

ト
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。

　
原
材
料
、
人
件
費
等
製
造
コ
ス
ト

の
繊
維
製
品
へ
の
適
正
な
価
格
転
嫁

は
非
常
に
困
難
で
特
化
し
た
分
野
で

さ
え
も
売
価
、
加
工
費
の
値
上
げ
は

難
し
い
。

　
さ
ら
に
は
当
産
地
の
け
ん
引
役
を

果
た
し
て
い
る
差
別
化
織
物
分
野
の

需
要
も
低
迷
し
て
お
り
、
総
じ
て
厳

し
い
状
態
が
続
く
見
通
し
。
た
だ
９

月
以
降
は
衣
料
、
イ
ン
テ
リ
ア
関
係

と
も
需
要
期
に
入
り
消
費
の
回
復
に

期
待
し
た
い
。

設
備
更
新
、事
業
継
承
な
ど

不
安
要
素
は
多
々
あ
り

❻
小
松
撚
糸
工
業
協
同
組
合

　
撚
糸
業
は
、
現
在
需
給
バ
ラ
ン
ス

が
取
れ
て
お
り
、
稼
動
自
体
は
安
定

し
て
い
る
。
但
し
、
加
工
賃
自
体
は

依
然
厳
し
い
状
態
で
あ
り
、
設
備
更

新
、
事
業
継
承
と
い
う
意
味
に
お
い

て
は
不
安
要
素
が
多
々
あ
る
も
の
と

思
わ
れ
る
。

　
今
後
の
見
通
し
も
変
わ
る
様
子
は

な
く
、
現
在
の
需
要
が
あ
る
状
態
で

供
給
が
滞
る
と
機
屋（
は
た
や
）が
撚

糸
機
を
導
入
せ
ざ
る
を
得
な
く
な

り
、
撚
糸
業
の
産
地
形
態
が
壊
れ
て

し
ま
う
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

機
能
性
繊
維
の
商
品
開
発
へ

の
取
り
組
み
増
加

❼
小
松
絹
耀
織
マ
ー
ク
協
同
組
合

　
現
在
、
日
本
全
体
の
経
済
状
況
は

上
向
い
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る

が
、
足
元
で
は
賃
金
が
十
分
に
伸
び

ず
消
費
意
欲
が
低
迷
す
る
な
ど
モ
ノ

が
売
れ
な
い
状
況
に
あ
る
。

　
売
上
に
関
し
て
は
、
昨
年
に
比
べ

る
と
上
半
期
前
半（
１
―
３
月
）は
非

常
に
悪
く
、
上
半
期
後
半（
４
―
６

月
）は
何
と
か
持
ち
直
し
た
と
い
う

声
を
よ
く
聞
く
。

　
今
後
の
見
通
し
は
、
東
ア
ジ
ア
情

勢
の
不
安
定
化
、
米
国
の
ト
ラ
ン
プ

政
権
の
混
乱
等
の
不
安
要
素
が
あ

り
、
先
行
き
の
不
透
明
感
が
漂
う
状

況
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
中
、２
０
２
０
年
の
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
好
調
に
な

る
分
野
が
出
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
、
最
近
特
に
市
場
拡
大
が
期

待
さ
れ
る
Ｉ
ｏ
Ｔ
や
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル

製
品
な
ど
医
療
や
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク

ス
分
野
で
機
能
性
繊
維
が
活
用
さ

れ
、
他
社
製
品
と
の
差
別
化
を
図
っ

た
開
発
に
取
り
組
む
企
業
が
増
え
つ

つ
あ
る
。

排
ガ
ス
規
制
対
応
へ
の

駆
け
込
み
需
要
で
堅
調

❽
小
松
鉄
工
機
器
協
同
組
合

　
組
合
員
企
業
の
大
半
が
コ
マ
ツ
に

関
連
し
た
企
業
で
あ
る
。
コ
マ
ツ
の

国
内
向
け
建
設
機
械
は
、
排
ガ
ス
規

制
対
応
の
駆
け
込
み
需
要
に
よ
り
堅

調
で
あ
り
、
国
外
で
は
東
南
ア
ジ
ア

及
び
米
国
で
需
要
の
増
加
が
あ
っ

た
。

　
昨
年
と
比
較
し
上
半
期
は
回
復
傾

向
に
あ
り
、
操
業
度
は
高
レ
ベ
ル
で

あ
る
。
一
方
で
人
手
不
足
の
問
題
が

出
て
い
る
が
、
景
気
の
不
透
明
感
か

ら
大
幅
な
設
備
投
資
に
慎
重
で
あ

る
。
原
材
料
価
格
の
上
昇
も
懸
念
さ

て
い
る
。

　
又
、建
材
関
係
の
製
造
企
業
で
は

首
都
圏
を
中
心
に
需
要
が
あ
り
堅
調

で
あ
っ
た
。鉄
工
業
界
全
体
と
し
て

は
、前
年
よ
り
生
産
量
が
増
加
し
て
お

り
、業
績
は
お
お
む
ね
好
調
で
あ
る
。

　
こ
の
秋
以
降
の
海
外
に
お
け
る
需

要
の
先
行
き
も
心
配
で
あ
り
、
国
内

で
は
建
設
機
械
の
駆
け
込
み
需
要
に

対
す
る
反
動
も
注
視
し
て
い
る
。

　
国
内
外
に
懸
念
材
料
が
あ
り
先
行

き
に
慎
重
な
企
業
も
あ
り
、
今
後
の

見
通
し
は
不
透
明
で
あ
る
。

受
注
は
増
加
傾
向
で
あ
り

好
調

❾
小
松
鉄
工
団
地
協
同
組
合

　
日
本
の
経
済
は
穏
や
か
に
回
復
し

て
い
く
と
思
わ
れ
る
が
、
組
合
員
企

業
に
お
い
て
は
、
建
機
に
つ
い
て

は
、
中
国
や
ア
ジ
ア
の
需
要
の
高
ま

り
、
排
ガ
ス
規
制
前
の
駆
け
込
み
需

要
な
ど
で
、
受
注
が
増
加
傾
向
に
あ

り
好
調
に
推
移
し
て
い
る
。
一
方
、

時
間
外
労
働
の
短
縮
や
人
材
不
足
に

よ
る
人
員
確
保
の
目
途
が
立
た
な
い

な
ど
、
か
な
り
の
影
響
が
出
て
い
る

企
業
も
あ
る
。

　
建
機
の
需
要
で
は
、
中
国
の
イ
ン

フ
ラ
工
事
や
北
米
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
関

連
事
業
向
け
及
び
鉱
山
機
械
の
中
南

米
な
ど
も
堅
調
に
推
移
し
て
い
る

が
、
企
業
に
よ
っ
て
は
、
原
材
料
価

格
の
高
騰
に
よ
る
影
響
や
世
界
経
済

の
不
確
実
性
の
高
ま
り
で
、
依
然
と

し
て
先
行
き
が
不
透
明
で
あ
り
、
こ

れ
ま
で
に
も
増
し
て
国
内
外
の
経
済

の
推
移
を
慎
重
に
見
極
め
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。

業
界
の
課
題
は
人
材
不
足

10（
一
社
）小
松
能
美
建
設
業
協
会

　
震
災
に
よ
る
復
興
事
業
や
東
京
五

輪
の
影
響
に
よ
り
、
短
期
的
に
一
部

だ
け
の
企
業
を
見
れ
ば
建
設
業
界
の

未
来
は
明
る
い
と
思
わ
れ
が
ち
で
あ

る
が
、
当
地
区
に
お
け
る
現
状
に
つ

き
ま
し
て
は
、
官
公
庁
に
対
し
工
事

発
注
の
平
準
化
を
幾
度
と
な
く
要
望

を
行
っ
て
い
る
が
、
第
一
四
半
期
に

お
け
る
発
注
件
数
は
少
な
く
待
機
状

態
で
あ
り
前
途
多
難
で
あ
る
。

　
建
設
業
界
の
一
番
の
課
題
は
人
材

不
足
で
あ
る
。
現
在
、
現
場
の
管
理

運
営
を
行
っ
て
い
る
人
材
は
退
職
前

の
高
齢
者
で
あ
り
、
早
急
に
若
者
を

育
て
て
い
か
な
け
れ
ば
現
場
を
指
導

監
督
す
る
も
の
が
い
な
く
な
り
、
企

業
の
存
続
が
厳
し
く
な
る
企
業
も
出

て
く
る
か
も
知
れ
な
い
。

新
幹
線
効
果
も
減
少
傾
向

11
石
川
県
九
谷
窯
元
工
業
協
同
組
合

　
全
体
的
に
横
ば
い
状
態
が
続
い
て

い
る
。
新
幹
線
効
果
に
よ
る
金
沢
を

中
心
と
し
た
観
光
客
に
よ
る
購
買
力

も
減
少
傾
向
の
よ
う
だ
と
思
わ
れ

る
。
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
商
品
を
中
心
と

し
た
転
写
の
商
品
は
好
調
な
状
態
が

継
続
し
て
い
る
が
、
さ
ら
な
る
新
商

品
の
開
発
が
必
要
で
あ
る
。

　
今
後
の
業
界
の
見
通
し
に
つ
い
て
、

職
人
、
問
屋
、
窯
元
も
皆
、
高
齢
化

が
進
み
後
継
者
の
問
題
が
ま
す
ま
す

切
実
な
問
題
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

こ
の
ま
ま
推
移
し
て
い
く
と
作
家
さ

ん
と
土
産
品
の
民
芸
産
地
に
な
っ
て

し
ま
う
危
険
が
あ
る
。
産
業
九
谷
の

分
野
の
維
持
の
た
め
に
早
急
に
手
を

う
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ

業
種
別
景
況
報
告（
平
成
29
年
度
上
期
）

商
業
、工
業
、建
設
業
等
、

　
　
　
　共
に
課
題
は
人
材
不
足

商
業
、工
業
、建
設
業
等
、

　
　
　
　共
に
課
題
は
人
材
不
足

小
規
模
振
興
委
員
連
絡
会

　
小
松
商
工
会
議
所
が
設
け
る「
小
規
模
企
業
振
興
委
員
」は
、
会
頭
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
19
名
の
方
々
で
構
成
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　
委
員
は
、
国
の
施
策
の
一
環
と
し
て
行
う
経
営
改
善
普
及
事
業
を
よ
り
一
層
円
滑
に
進
め
る
た
め
、
小
規
模
企
業

者
の
経
営
等
に
関
す
る
悩
み
や
問
題
点
、
情
報
の
提
供
等
繁
栄
の
た
め
の
ご
相
談
を
気
軽
に
受
け
て
、
商
工
会
議
所

中
小
企
業
相
談
所
に
紹
介
し
、
経
営
指
導
員
と
協
力
し
事
業
者
の
悩
み
や
問
題
解
決
に
あ
た
る
、
い
わ
ば
本
所
と
小

規
模
企
業
者
と
の
橋
渡
し
を
行
う
方
々
で
、
市
内
の
各
協
同
組
合
、
商
店
街
の
役
員
等
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
委
員
が
８
月
に
ま
と
め
た
小
松
管
内
景
況
は
次
の
通
り
で
す
。
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大
型
店
の
影
響
で

厳
し
い
状
況

❶
三
日
市
商
店
街
振
興
組
合

　
大
型
店
舗
の
出
店（
イ
オ
ン
モ
ー

ル
新
小
松
店
）に
よ
り
厳
し
い
状
況

で
あ
る
。
た
だ
し
昔
か
ら
の
固
定
客

の
い
る
お
店
が
ほ
と
ん
ど
で
、
な
ん

と
か
営
業
し
て
い
る
。

　
こ
の
現
状
が
続
け
ば
さ
ら
に
厳
し

い
状
況
に
な
る
。
店
主
の
高
齢
化
が

進
み
、
新
し
い
人
が
入
っ
て
こ
な
い

と
ジ
リ
貧
に
な
る
。

　
新
し
い
人
を
誘
致
で
き
る
の
か
？

既
存
店
が
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
出
来
る
の
か
に
か
か
っ
て
い
る
。

組
合
員
が
増
え
な
い
こ
と
に
は
話
し

に
な
ら
な
い
。

小
松
大
学
開
学
の

人
の
流
れ
を
取
込
み
た
い

❷
八
日
市
商
店
街
振
興
組
合

　
イ
オ
ン
モ
ー
ル
新
小
松
店
の
開
店

よ
り
５
ヶ
月
、
じ
わ
じ
わ
と
影
響
が

出
て
い
る
。

業
種
に
よ
り
そ
の
度
合
い
は
様
々
だ

が
プ
ラ
ス
に
は
た
ら
い
て
い
る
店
舗

は
な
い
に
等
し
い
。
来
春
の
公
立
小

松
大
学
開
学
に
よ
る
人
の
流
れ
の
変

化
を
い
か
に
取
り
込
む
こ
と
が
で
き

る
か
が
ポ
イ
ン
ト
と
考
え
る
。

駅
前
の
変
化
に
組
合
と
し
て

ど
う
取
組
む
か

❸
小
松
中
央
通
り
商
店
街
振
興
組
合

　
イ
オ
ン
モ
ー
ル
新
小
松
店
開
業
後

も
あ
ま
り
変
わ
ら
ず
低
空
飛
行
で
あ

る
が
、思
っ
た
程
の
下
落
は
な
く
そ
の

点
は
良
か
っ
た
。

　
11
月
の
ホ
テ
ル
開
業
、
公
立
小
松

大
学
の
開
学
が
明
る
い
材
料
で
あ

り
、
そ
れ
に
向
け
て
組
合
と
し
て
も

ど
う
取
り
組
む
か
が
課
題
で
あ
る
。

　
大
学
開
学
な
ど
明
る
い
材
料
が
あ

り
、空
き
店
舗
へ
の
出
店
に
期
待
し
て

い
る
。

　経
営
者
の
高
齢
化
、会
員
数
の

減
少
に
よ
り
先
行
き
不
透
明

❹
粟
津
駅
前
商
交
会

　
粟
津
駅
前
商
交
会
は
い
く
つ
か
の

業
種
の
集
ま
り
な
の
で
、一概
に
は
言

え
な
い
が
、
大
型
店
の
進
出
に
よ
る

業
績
悪
化
の
影
響
は
様
々
な
形
で
表

れ
て
お
り
、
来
客
数
の
減
少
が
仕
入

れ
数
の
抑
制
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
昨
今
は
車
社
会
な
の
で
駐
車
場
の

少
な
い
商
店
街
は
ま
す
ま
す
客
足
が

遠
の
き
、
経
営
者
の
高
齢
化
、
会
員

数
の
減
少
な
ど
、
先
行
き
不
透
明
な

話
題
ば
か
り
で
あ
る
。
公
立
小
松
大

学
の
開
学
の
チ
ャ
ン
ス
を
逃
さ
な
い

た
め
に
、
今
か
ら
打
開
策
を
練
っ
て

い
る
。

中
東
・
欧
州
の
世
情
不
安
が

輸
出
へ
悪
影
響

❺
小
松
織
物
工
業
協
同
組
合

　
小
松
織
物
業
関
連
の
動
向
は
国
内

向
け
一
部
企
業
、
商
品
の
受
注
で
現

状
維
持
し
て
い
る
も
の
が
見
ら
れ

る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
同
業
他
社
の

廃
業
に
よ
る
も
の
で
、
総
じ
て
は
原

材
料
、
生
産
関
連
資
材
価
格
の
高
止

ま
り
に
加
え
て
消
費
の
落
ち
込
み
、

低
価
格
志
向
の
高
ま
り
の
影
響
が
大

き
く
生
産
性
、
採
算
性
は
厳
し
さ
が

増
し
て
い
る
。

　
輸
出
関
連
は
中
東
や
欧
州
の
世
情

不
安
が
増
大
し
、
悪
影
響
が
続
い
て

お
り
、
こ
れ
ま
で
安
定
し
て
い
た
商

品
で
も
採
算
性
は
非
常
に
厳
し
い
状

況
で
あ
る
。

　
国
内
人
口
減
少
や
価
値
観
、
物
流

な
ど
環
境
が
大
き
く
変
化
し
、
国
内

繊
維
産
業
へ
の
需
要
は
海
外
へ
シ
フ

ト
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。

　
原
材
料
、
人
件
費
等
製
造
コ
ス
ト

の
繊
維
製
品
へ
の
適
正
な
価
格
転
嫁

は
非
常
に
困
難
で
特
化
し
た
分
野
で

さ
え
も
売
価
、
加
工
費
の
値
上
げ
は

難
し
い
。

　
さ
ら
に
は
当
産
地
の
け
ん
引
役
を

果
た
し
て
い
る
差
別
化
織
物
分
野
の

需
要
も
低
迷
し
て
お
り
、
総
じ
て
厳

し
い
状
態
が
続
く
見
通
し
。
た
だ
９

月
以
降
は
衣
料
、
イ
ン
テ
リ
ア
関
係

と
も
需
要
期
に
入
り
消
費
の
回
復
に

期
待
し
た
い
。

設
備
更
新
、事
業
継
承
な
ど

不
安
要
素
は
多
々
あ
り

❻
小
松
撚
糸
工
業
協
同
組
合

　
撚
糸
業
は
、
現
在
需
給
バ
ラ
ン
ス

が
取
れ
て
お
り
、
稼
動
自
体
は
安
定

し
て
い
る
。
但
し
、
加
工
賃
自
体
は

依
然
厳
し
い
状
態
で
あ
り
、
設
備
更

新
、
事
業
継
承
と
い
う
意
味
に
お
い

て
は
不
安
要
素
が
多
々
あ
る
も
の
と

思
わ
れ
る
。

　
今
後
の
見
通
し
も
変
わ
る
様
子
は

な
く
、
現
在
の
需
要
が
あ
る
状
態
で

供
給
が
滞
る
と
機
屋（
は
た
や
）が
撚

糸
機
を
導
入
せ
ざ
る
を
得
な
く
な

り
、
撚
糸
業
の
産
地
形
態
が
壊
れ
て

し
ま
う
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

機
能
性
繊
維
の
商
品
開
発
へ

の
取
り
組
み
増
加

❼
小
松
絹
耀
織
マ
ー
ク
協
同
組
合

　
現
在
、
日
本
全
体
の
経
済
状
況
は

上
向
い
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る

が
、
足
元
で
は
賃
金
が
十
分
に
伸
び

ず
消
費
意
欲
が
低
迷
す
る
な
ど
モ
ノ

が
売
れ
な
い
状
況
に
あ
る
。

　
売
上
に
関
し
て
は
、
昨
年
に
比
べ

る
と
上
半
期
前
半（
１
―
３
月
）は
非

常
に
悪
く
、
上
半
期
後
半（
４
―
６

月
）は
何
と
か
持
ち
直
し
た
と
い
う

声
を
よ
く
聞
く
。

　
今
後
の
見
通
し
は
、
東
ア
ジ
ア
情

勢
の
不
安
定
化
、
米
国
の
ト
ラ
ン
プ

政
権
の
混
乱
等
の
不
安
要
素
が
あ

り
、
先
行
き
の
不
透
明
感
が
漂
う
状

況
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
中
、２
０
２
０
年
の
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
好
調
に
な

る
分
野
が
出
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
、
最
近
特
に
市
場
拡
大
が
期

待
さ
れ
る
Ｉ
ｏ
Ｔ
や
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル

製
品
な
ど
医
療
や
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク

ス
分
野
で
機
能
性
繊
維
が
活
用
さ

れ
、
他
社
製
品
と
の
差
別
化
を
図
っ

た
開
発
に
取
り
組
む
企
業
が
増
え
つ

つ
あ
る
。

排
ガ
ス
規
制
対
応
へ
の

駆
け
込
み
需
要
で
堅
調

❽
小
松
鉄
工
機
器
協
同
組
合

　
組
合
員
企
業
の
大
半
が
コ
マ
ツ
に

関
連
し
た
企
業
で
あ
る
。
コ
マ
ツ
の

国
内
向
け
建
設
機
械
は
、
排
ガ
ス
規

制
対
応
の
駆
け
込
み
需
要
に
よ
り
堅

調
で
あ
り
、
国
外
で
は
東
南
ア
ジ
ア

及
び
米
国
で
需
要
の
増
加
が
あ
っ

た
。

　
昨
年
と
比
較
し
上
半
期
は
回
復
傾

向
に
あ
り
、
操
業
度
は
高
レ
ベ
ル
で

あ
る
。
一
方
で
人
手
不
足
の
問
題
が

出
て
い
る
が
、
景
気
の
不
透
明
感
か

ら
大
幅
な
設
備
投
資
に
慎
重
で
あ

る
。
原
材
料
価
格
の
上
昇
も
懸
念
さ

て
い
る
。

　
又
、建
材
関
係
の
製
造
企
業
で
は

首
都
圏
を
中
心
に
需
要
が
あ
り
堅
調

で
あ
っ
た
。鉄
工
業
界
全
体
と
し
て

は
、前
年
よ
り
生
産
量
が
増
加
し
て
お

り
、業
績
は
お
お
む
ね
好
調
で
あ
る
。

　
こ
の
秋
以
降
の
海
外
に
お
け
る
需

要
の
先
行
き
も
心
配
で
あ
り
、
国
内

で
は
建
設
機
械
の
駆
け
込
み
需
要
に

対
す
る
反
動
も
注
視
し
て
い
る
。

　
国
内
外
に
懸
念
材
料
が
あ
り
先
行

き
に
慎
重
な
企
業
も
あ
り
、
今
後
の

見
通
し
は
不
透
明
で
あ
る
。

受
注
は
増
加
傾
向
で
あ
り

好
調

❾
小
松
鉄
工
団
地
協
同
組
合

　
日
本
の
経
済
は
穏
や
か
に
回
復
し

て
い
く
と
思
わ
れ
る
が
、
組
合
員
企

業
に
お
い
て
は
、
建
機
に
つ
い
て

は
、
中
国
や
ア
ジ
ア
の
需
要
の
高
ま

り
、
排
ガ
ス
規
制
前
の
駆
け
込
み
需

要
な
ど
で
、
受
注
が
増
加
傾
向
に
あ

り
好
調
に
推
移
し
て
い
る
。
一
方
、

時
間
外
労
働
の
短
縮
や
人
材
不
足
に

よ
る
人
員
確
保
の
目
途
が
立
た
な
い

な
ど
、
か
な
り
の
影
響
が
出
て
い
る

企
業
も
あ
る
。

　
建
機
の
需
要
で
は
、
中
国
の
イ
ン

フ
ラ
工
事
や
北
米
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
関

連
事
業
向
け
及
び
鉱
山
機
械
の
中
南

米
な
ど
も
堅
調
に
推
移
し
て
い
る

が
、
企
業
に
よ
っ
て
は
、
原
材
料
価

格
の
高
騰
に
よ
る
影
響
や
世
界
経
済

の
不
確
実
性
の
高
ま
り
で
、
依
然
と

し
て
先
行
き
が
不
透
明
で
あ
り
、
こ

れ
ま
で
に
も
増
し
て
国
内
外
の
経
済

の
推
移
を
慎
重
に
見
極
め
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。

業
界
の
課
題
は
人
材
不
足

10（
一
社
）小
松
能
美
建
設
業
協
会

　
震
災
に
よ
る
復
興
事
業
や
東
京
五

輪
の
影
響
に
よ
り
、
短
期
的
に
一
部

だ
け
の
企
業
を
見
れ
ば
建
設
業
界
の

未
来
は
明
る
い
と
思
わ
れ
が
ち
で
あ

る
が
、
当
地
区
に
お
け
る
現
状
に
つ

き
ま
し
て
は
、
官
公
庁
に
対
し
工
事

発
注
の
平
準
化
を
幾
度
と
な
く
要
望

を
行
っ
て
い
る
が
、
第
一
四
半
期
に

お
け
る
発
注
件
数
は
少
な
く
待
機
状

態
で
あ
り
前
途
多
難
で
あ
る
。

　
建
設
業
界
の
一
番
の
課
題
は
人
材

不
足
で
あ
る
。
現
在
、
現
場
の
管
理

運
営
を
行
っ
て
い
る
人
材
は
退
職
前

の
高
齢
者
で
あ
り
、
早
急
に
若
者
を

育
て
て
い
か
な
け
れ
ば
現
場
を
指
導

監
督
す
る
も
の
が
い
な
く
な
り
、
企

業
の
存
続
が
厳
し
く
な
る
企
業
も
出

て
く
る
か
も
知
れ
な
い
。

新
幹
線
効
果
も
減
少
傾
向

11
石
川
県
九
谷
窯
元
工
業
協
同
組
合

　
全
体
的
に
横
ば
い
状
態
が
続
い
て

い
る
。
新
幹
線
効
果
に
よ
る
金
沢
を

中
心
と
し
た
観
光
客
に
よ
る
購
買
力

も
減
少
傾
向
の
よ
う
だ
と
思
わ
れ

る
。
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
商
品
を
中
心
と

し
た
転
写
の
商
品
は
好
調
な
状
態
が

継
続
し
て
い
る
が
、
さ
ら
な
る
新
商

品
の
開
発
が
必
要
で
あ
る
。

　
今
後
の
業
界
の
見
通
し
に
つ
い
て
、

職
人
、
問
屋
、
窯
元
も
皆
、
高
齢
化

が
進
み
後
継
者
の
問
題
が
ま
す
ま
す

切
実
な
問
題
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

こ
の
ま
ま
推
移
し
て
い
く
と
作
家
さ

ん
と
土
産
品
の
民
芸
産
地
に
な
っ
て

し
ま
う
危
険
が
あ
る
。
産
業
九
谷
の

分
野
の
維
持
の
た
め
に
早
急
に
手
を

う
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ

業
種
別
景
況
報
告（
平
成
29
年
度
上
期
）

商
業
、工
業
、建
設
業
等
、

　
　
　
　共
に
課
題
は
人
材
不
足

商
業
、工
業
、建
設
業
等
、

　
　
　
　共
に
課
題
は
人
材
不
足

小
規
模
振
興
委
員
連
絡
会

　
小
松
商
工
会
議
所
が
設
け
る「
小
規
模
企
業
振
興
委
員
」は
、
会
頭
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
19
名
の
方
々
で
構
成
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　
委
員
は
、
国
の
施
策
の
一
環
と
し
て
行
う
経
営
改
善
普
及
事
業
を
よ
り
一
層
円
滑
に
進
め
る
た
め
、
小
規
模
企
業

者
の
経
営
等
に
関
す
る
悩
み
や
問
題
点
、
情
報
の
提
供
等
繁
栄
の
た
め
の
ご
相
談
を
気
軽
に
受
け
て
、
商
工
会
議
所

中
小
企
業
相
談
所
に
紹
介
し
、
経
営
指
導
員
と
協
力
し
事
業
者
の
悩
み
や
問
題
解
決
に
あ
た
る
、
い
わ
ば
本
所
と
小

規
模
企
業
者
と
の
橋
渡
し
を
行
う
方
々
で
、
市
内
の
各
協
同
組
合
、
商
店
街
の
役
員
等
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
委
員
が
８
月
に
ま
と
め
た
小
松
管
内
景
況
は
次
の
通
り
で
す
。
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 委員名 団　　体　　名 役職名
 新谷　眞康 三日市商店街振興組合 理 事 長
 高野　哲郎 八日市商店街振興組合 理 事 長
 竹本　佳孝 小松中央通り商店街振興組合 理 事 長
 橋本　　浩 粟津駅前商交会  会　　長
 北島　英一 小松織物工業協同組合 事務局長
 田村　清克 小松撚糸工業協同組合 理 事 長
 若本　正博 小松絹耀織マーク協同組合 理 事 長
 上杉　邦夫 小松鉄工機器協同組合 専務理事
 藤田　　勝 小松鉄工団地協同組合 専務理事
 浅井　竹史 （一社）小松能美建設業協会 専務理事
 宮吉　勝茂 石川県九谷窯元工業協同組合 理 事 長
 寺田　英夫 南加賀青果食品商業協同組合 理 事 長
 河畑　宏昭 加南トラック事業協同組合 事務局長
 中嶋　敏彦 石川県電気工事工業組合加南本部 業務課長
 茗荷谷　豊 小松管工事協同組合 代表理事
 坂井　浩明 小松魚商協同組合 理 事 長
 坂野　義文 粟津温泉旅館協同組合 事務局長
 竹田　忠司 小松建具組合  組 合 長
 西田　達夫 小松能美建築組合連合会 会　　長

《本年度の振興委員》 順不同 る
。
現
状
で
も
一
部
の
商
品
の
絵
付

け
が
で
き
な
い
状
態
で
あ
る
。

毎
月
第
２
土
曜
日
は

市
場
を
市
民
に
開
放

12
南
加
賀
青
果
食
品
商
業
協
同
組
合

　
南
加
賀
公
設
地
方
卸
売
市
場
が
開

設
し
て
来
年
で
35
年
と
な
る
。

　
毎
月
第
２
土
曜
日
に「
白
山
眺
望

土
曜
市
」と
し
て
市
民
に
開
放
し
業

界
を
挙
げ
て
の
市
場
の
存
在
価
値
を

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
が
、市
場
全
体

の
売
上
は
減
少
傾
向
に
あ
る
。青
果

物
流
通
に
お
い
て
は
今
年
春
に
は
大

手
イ
オ
ン
が
開
業
、加
賀
で
は
デ
ィ
ス

カ
ウ
ン
ト
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
ー
や
ホ

ー
ム
セ
ン
タ
―
の
青
果
物
販
売
の
参

入
と
、増
々
厳
し
い
現
状
が
続
い
て

い
る
。価
格
で
は
昨
年
の
秋
か
ら
の

高
値
基
調
の
流
れ
が
春
先
に
は
、い
っ

た
ん
落
ち
着
い
た
も
の
の
、７
月
後
半

か
ら
の
台
風
の
影
響
で
７
月
か
ら
８

月
に
か
け
て
、高
値
相
場
が
続
き
利

益
が
取
れ
な
い
状
況
に
あ
る
。

　
組
合
員
の
高
齢
化
、
後
継
者
不
足

に
よ
る
組
合
員
減
少
な
ど
厳
し
い
環

境
下
に
あ
る
。

　
地
域
密
着
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
重
視
し
た
店
づ
く
り
を
し
て
い
き

た
い
。

安
全
な
輸
送
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
の
た
め
指
導
強
化

13
加
南
ト
ラ
ッ
ク
事
業
協
同
組
合

　
準
中
型
免
許
が
創
設
さ
れ
、
３
月

12
日
よ
り
新
規
採
用
し
た
初
任
運
転

手
へ
の
指
導
内
容
が
強
化
さ
れ
た
こ

と
へ
の
対
策
や
、
排
ガ
ス
規
制
強
化

に
よ
る
ト
ラ
ッ
ク
の
車
両
価
格
の
上

昇
な
ど
で
、
益
々
、
運
送
事
業
者
の

負
担
が
大
き
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

　
ま
た
、
長
時
間
労
働
に
関
し
て
も
、

労
働
基
準
監
督
署
か
ら
の
残
業
時
間

へ
の
指
導
が
強
化
さ
れ
、
運
行
時
間

の
短
縮
の
為
、
高
速
道
路
の
利
用
等

を
実
施
し
て
い
る
。
長
時
間
労
働
の

要
因
の
１
つ
と
し
て
荷
主
都
合
に
よ

る
手
待
ち
時
間
な
ど
が
あ
り
、
荷
主

に
も
協
力
頂
き
連
携
し
て
の
改
善
が

必
要
と
な
る
。

　
11
月
か
ら
国
土
交
通
省
標
準
貨
物

自
動
車
運
送
約
款
が
改
正
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
運
賃
と
料
金
（
運
送
以
外

の
役
務
に
対
す
る
対
価
等
）
の
区
別

が
必
要
と
な
り
荷
主
へ
も
理
解
を
進

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
新
幹
線
工
事
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
等

の
需
要
が
出
て
く
る
中
、
国
土
交
通

省
よ
り
事
業
用
自
動
車
総
合
安
全
プ

ラ
ン
2
0
2
0
の
策
定
を
受
け
、

2
0
2
0
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

向
け
て
世
界
一
安
全
な
輸
送
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
を
実
現
す
る
た
め
事
故
の

削
減
に
各
社
取
り
組
ん
で
い
く
必
要

が
あ
る
。

新
幹
線
延
伸
工
事
で

市
況
は
活
発

14
石
川
県
電
気
工
事
工
業
組
合
加
南
本
部

　
北
陸
新
幹
線
敦
賀
延
伸
関
連
工
事

に
伴
う
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
住
宅
移
転

工
事
等
は
継
続
的
に
発
生
し
て
お
り
、

市
況
は
活
発
で
あ
る
と
考
察
す
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
地
元
の
工
事
で

あ
り
な
が
ら
も
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
や
地

域
外
業
者
か
ら
の
孫
請
け
で
は
材
料

支
給
に
よ
る
利
潤
減
少
に
加
え
て
労

務
単
価
も
依
然
と
し
て
安
く
利
益
は

薄
い
。

　
北
陸
新
幹
線
延
伸
関
連
工
事
や
官

公
庁
に
限
ら
ず
民
間
か
ら
の
設
備
投

資
に
関
す
る
見
積
依
頼
や
問
い
合
わ

せ
は
増
加
傾
向
で
あ
り
、
市
況
の
活

発
性
は
当
面
継
続
す
る
と
思
わ
れ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
電
気
工
事
業
業

界
と
し
て
の
慢
性
的
な
電
気
工
事
作

業
員
不
足
の
解
消
を
図
る
こ
と
が
急

務
で
あ
り
、
作
業
員
の
高
齢
化
対

策
・
若
手
の
育
成
や
施
工
体
制
の
見

直
し
な
ど
に
も
精
力
的
に
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
。

業
界
で
労
働
環
境
の

整
備
に
取
組
む

15
小
松
管
工
事
協
同
組
合

　
新
幹
線
工
事
に
伴
う
埋
設
管
の
移

設
工
事
や
住
宅
等
の
移
転
工
事
が
多

少
あ
る
も
の
の
、一
時
的
な
も
の
で
あ

り
、全
体
的
に
工
事
の
受
注
が
減
少

傾
向
で
、今
後
も
先
行
き
不
透
明
な

状
況
で
あ
る
。

　
業
界
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
工
事

の
減
少
、
後
継
者
不
足
、
技
能
労
働

者
の
高
齢
化
、
若
年
技
術
者
不
足
な

ど
多
く
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
。
今

後
は
、
担
い
手
確
保
の
た
め
、
継
続

的
に
魅
力
あ
る
業
界
と
し
て
の
Ｐ
Ｒ

と
、
賃
金
水
準
の
向
上
や
週
休
２
日

制
な
ど
労
働
環
境
の
整
備
や
働
き
方

改
革
の
も
と
生
産
性
向
上
に
取
り
組

ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
。

ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
ー
な
ど
鮮
魚

部
門
参
入
で
さ
ら
に
厳
し
く

16
小
松
魚
商
協
同
組
合

　
春
に
オ
ー
プ
ン
し
た
イ
オ
ン
モ
ー

ル
の
影
響
は
否
め
ず
、
外
食
産
業
関

連
を
中
心
に
売
り
上
げ
の
減
少
が
見

ら
れ
る
。
加
え
て
、
漁
獲
の
水
揚
げ

量
そ
の
も
の
が
、
減
少
し
て
い
る
た

め
小
売
り
業
務
の
売
上
も
や
や
低
下

ぎ
み
で
あ
る
。

　
業
界
の
見
通
し
は
、
イ
オ
ン
モ
ー

ル
の
影
響
が
ど
の
位
ま
で
あ
る
の
か
。

さ
ら
に
、
昨
今
話
題
の
ド
ラ
ッ
グ
ス

ト
ア
ー
や
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
ス
ト
ア

な
ど
の
生
鮮
部
門
の
参
入
に
よ
り
、

業
界
の
今
後
の
見
通
し
は
厳
し
さ
を

増
し
て
い
く
の
は
避
け
ら
れ
な
い
現

状
で
あ
る
。

開
湯
１
３
０
０
年
祭
へ
向
け
て

回
復
さ
せ
た
い

17
粟
津
温
泉
旅
館
協
同
組
合

　
今
年
に
入
り
6
月
ま
で
半
年
で
、

前
年
を
10
％
程
度
下
回
っ
て
お
り
低

調
と
な
っ
て
い
る
。一
部
主
力
旅
館

の
業
績
悪
化
と
新
幹
線
効
果
が
無
く

な
っ
た
こ
と
が
原
因
と
思
わ
れ
る
。

　
今
後
の
業
界
の
見
通
し
に
つ
い
て

は
、7
月
、8
月
の
入
込
客
数
が
前
年

比
減
少
し
て
お
り
、9
月
以
降
も
不
調

と
思
わ
れ
る
。粟
津
温
泉
開
湯
１
３
０

０
年
祭
を
来
年
に
ひ
か
え
、集
客
事
業

を
集
中
さ
せ
回
復
に
務
め
た
い
。

職
人
技
を
活
か
し

受
注
確
保
し
た
い

18
小
松
建
具
組
合

　
建
具
業
界
は
ほ
ぼ
昨
年
と
同
じ
状

況
で
あ
る
が
、
景
気
動
向
は
昨
年
度

よ
り
や
や
厳
し
い
傾
向
で
あ
る
。

　
今
後
の
業
界
の
見
通
し
に
つ
い
て

は
、
職
人
の
高
齢
化
と
職
人
の
減
少
、

仕
事
量
も
減
少
傾
向
で
あ
り
、
受
注

も
季
節
で
変
動
が
激
し
く
、
一
定
し

て
収
入
を
え
ら
れ
ず
厳
し
い
現
状
で

あ
る
。

　
建
具
職
人
し
か
で
き
な
い
作
業
を

活
か
す
仕
事
が
、
多
く
あ
れ
ば
受
注

増
に
つ
な
が
る
と
思
わ
れ
る
。

人
材
確
保
業
が
急
務

19
小
松
能
美
建
築
組
合
連
合
会

　
建
築
業
界
の
現
状
は
、
複
数
の
大

手
企
業
の
業
績
が
拮
抗
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。

　
最
近
の
住
宅
購
入
者
層
で
あ
る
30

〜
40
代
の
年
収
が
減
少
し
て
お
り
、

住
宅
取
得
が
困
難
な
人
も
少
な
く
な

い
。

　
建
築
業
界
で
仕
事
を
す
る
に
は
専

門
的
な
知
識
や
技
術
が
求
め
ら
れ
る

為
、総
員
の
約
半
分
が
45
歳
以
上
と

業
界
の
平
均
年
齢
は
高
く
な
っ
て
い
る
。

　
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
や
大
手
ビ
ル
ダ
ー

と
の
競
争
が
激
し
く
な
る
中
、
人
材

の
高
齢
化
や
人
材
不
足
の
状
態
が
続

く
と
工
期
遅
れ
が
予
想
さ
れ
、
人
の

確
保
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。

企業、お店の経営に関する課題解決を商工会議所がサポートします！
～各分野の専門家（アドバイザー）と指導員がお困りごとをお聞きします～

石川県よろず支援拠点
小松サテライト

日時 随時受付
概要 経営に関わる諸問題を

コーディネータにサポー
トしていただけます。

企業ドック制度
─────────────
日時 随時受付
概要 将来に向けた的確な経

営戦略を立案しようとす
る中小企業を支援する
ため、外部専門家を無
料で（３回/年）御社へ派
遣します。

目的や条件に合わせて国・県・
市の低利な制度融資や日本
政策金融公庫のマル経融資
（無担保・無保証人）などの斡
旋・認定を行っております。

無料法律相談
──────────
日時 毎週木曜日
 13:30～15:30
概要 おひとり30分間の

相談となります。

インターンシップ未来創造事業
市内の企業に大学生が訪問し、
現場見学や就業体験をして頂きます。

────────────────────
対象 石川県内の４年生大学に通学する大学

生のうち、就職活動前の１～3年生
目的 就職活動前の大学生との接点が生ま

れ、将来の就職先としての企業・地域
の魅力を知ってもらう機会とします。

経営安定特別相談事業
──────────────────────────
日時 随時受付
概要 中小企業の倒産を防止するため、商工調停士等の専門

家が適切なアドバイスを行い、再建を図ります。

小松商工会議所支援事業
──────────────────────────
◆空店舗出店者補助事業　
小松商店会連盟加盟商店街に新たに出店する事業所へ補助

◆６次産業チャレンジ支援事業
６次産業化の活性化を図る商品を開発した事業所へ補助

◆新商品・新技術開発支援助成事業
新商品開発等を行った事業所へ補助

◆利子補給制度
1年間の借入利子の10％を補給

◆創業支援事業
創業塾の開催など開業に向けての支援

企業PR・販路開拓を考えている会員様
────────────────────────────
■企業PR
小松商工会議所会報にて会員企業を無料でご紹介しております
ので是非お申込み下さい。本所担当者が取材に伺います。
■会報折込
毎月発行している会報に会員限定価格で折込できます。
（発行部数3400件　価格約４万円）
■販路開拓補助金申請（小規模事業者持続化補助金）
補助金申請に向けた「経営計画作成セミナー」を開催、個別
相談会も実施して申請をサポートしております。
■ザ・ビジネスモール
会員事業所の情報を掲載しています。さらに充実させ企業PR
ができます。
■専門家派遣
企業の悩み事へのアドバイザーを派遣。

　その他、各種補助金、助成金に関するご案内、記帳・税務
相談や各種セミナー開催など、様々な会員向けサービスを
ご提供しております。
　まずは小松商工会議所 ☎0761-21-3121 までお問い合
わせください！

石川県事業引継ぎセンター
日時 随時受付
概要 事業承継などに関する

各種ご相談に応じます。

経営に対する
専門的な知識が欲しい
●経営管理全般
●店舗管理
●人事労務など
●事業を誰かに任せたい

企業を再生したい！

●借入過多
●返済遅滞
●販売、受注不振など

自社の魅力を発信したい

●人材確保について
●自社をPRしたい 

経営に関する法律問題を
弁護士に相談したい
●法律一般
●廃業・精算など

金 融 支 援

●借換や資金繰り
●無担保・無保証
●大型店出店対策資金
●経営安定支援融資

問い合わせ
小松商工会議所
経営支援課
☎0761-21-3121
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 委員名 団　　体　　名 役職名
 新谷　眞康 三日市商店街振興組合 理 事 長
 高野　哲郎 八日市商店街振興組合 理 事 長
 竹本　佳孝 小松中央通り商店街振興組合 理 事 長
 橋本　　浩 粟津駅前商交会  会　　長
 北島　英一 小松織物工業協同組合 事務局長
 田村　清克 小松撚糸工業協同組合 理 事 長
 若本　正博 小松絹耀織マーク協同組合 理 事 長
 上杉　邦夫 小松鉄工機器協同組合 専務理事
 藤田　　勝 小松鉄工団地協同組合 専務理事
 浅井　竹史 （一社）小松能美建設業協会 専務理事
 宮吉　勝茂 石川県九谷窯元工業協同組合 理 事 長
 寺田　英夫 南加賀青果食品商業協同組合 理 事 長
 河畑　宏昭 加南トラック事業協同組合 事務局長
 中嶋　敏彦 石川県電気工事工業組合加南本部 業務課長
 茗荷谷　豊 小松管工事協同組合 代表理事
 坂井　浩明 小松魚商協同組合 理 事 長
 坂野　義文 粟津温泉旅館協同組合 事務局長
 竹田　忠司 小松建具組合  組 合 長
 西田　達夫 小松能美建築組合連合会 会　　長

《本年度の振興委員》 順不同 る
。
現
状
で
も
一
部
の
商
品
の
絵
付

け
が
で
き
な
い
状
態
で
あ
る
。

毎
月
第
２
土
曜
日
は

市
場
を
市
民
に
開
放

12
南
加
賀
青
果
食
品
商
業
協
同
組
合

　
南
加
賀
公
設
地
方
卸
売
市
場
が
開

設
し
て
来
年
で
35
年
と
な
る
。

　
毎
月
第
２
土
曜
日
に「
白
山
眺
望

土
曜
市
」と
し
て
市
民
に
開
放
し
業

界
を
挙
げ
て
の
市
場
の
存
在
価
値
を

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
が
、市
場
全
体

の
売
上
は
減
少
傾
向
に
あ
る
。青
果

物
流
通
に
お
い
て
は
今
年
春
に
は
大

手
イ
オ
ン
が
開
業
、加
賀
で
は
デ
ィ
ス

カ
ウ
ン
ト
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
ー
や
ホ

ー
ム
セ
ン
タ
―
の
青
果
物
販
売
の
参

入
と
、増
々
厳
し
い
現
状
が
続
い
て

い
る
。価
格
で
は
昨
年
の
秋
か
ら
の

高
値
基
調
の
流
れ
が
春
先
に
は
、い
っ

た
ん
落
ち
着
い
た
も
の
の
、７
月
後
半

か
ら
の
台
風
の
影
響
で
７
月
か
ら
８

月
に
か
け
て
、高
値
相
場
が
続
き
利

益
が
取
れ
な
い
状
況
に
あ
る
。

　
組
合
員
の
高
齢
化
、
後
継
者
不
足

に
よ
る
組
合
員
減
少
な
ど
厳
し
い
環

境
下
に
あ
る
。

　
地
域
密
着
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
重
視
し
た
店
づ
く
り
を
し
て
い
き

た
い
。

安
全
な
輸
送
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
の
た
め
指
導
強
化

13
加
南
ト
ラ
ッ
ク
事
業
協
同
組
合

　
準
中
型
免
許
が
創
設
さ
れ
、
３
月

12
日
よ
り
新
規
採
用
し
た
初
任
運
転

手
へ
の
指
導
内
容
が
強
化
さ
れ
た
こ

と
へ
の
対
策
や
、
排
ガ
ス
規
制
強
化

に
よ
る
ト
ラ
ッ
ク
の
車
両
価
格
の
上

昇
な
ど
で
、
益
々
、
運
送
事
業
者
の

負
担
が
大
き
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

　
ま
た
、
長
時
間
労
働
に
関
し
て
も
、

労
働
基
準
監
督
署
か
ら
の
残
業
時
間

へ
の
指
導
が
強
化
さ
れ
、
運
行
時
間

の
短
縮
の
為
、
高
速
道
路
の
利
用
等

を
実
施
し
て
い
る
。
長
時
間
労
働
の

要
因
の
１
つ
と
し
て
荷
主
都
合
に
よ

る
手
待
ち
時
間
な
ど
が
あ
り
、
荷
主

に
も
協
力
頂
き
連
携
し
て
の
改
善
が

必
要
と
な
る
。

　
11
月
か
ら
国
土
交
通
省
標
準
貨
物

自
動
車
運
送
約
款
が
改
正
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
運
賃
と
料
金
（
運
送
以
外

の
役
務
に
対
す
る
対
価
等
）
の
区
別

が
必
要
と
な
り
荷
主
へ
も
理
解
を
進

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
新
幹
線
工
事
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
等

の
需
要
が
出
て
く
る
中
、
国
土
交
通

省
よ
り
事
業
用
自
動
車
総
合
安
全
プ

ラ
ン
2
0
2
0
の
策
定
を
受
け
、

2
0
2
0
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

向
け
て
世
界
一
安
全
な
輸
送
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
を
実
現
す
る
た
め
事
故
の

削
減
に
各
社
取
り
組
ん
で
い
く
必
要

が
あ
る
。

新
幹
線
延
伸
工
事
で

市
況
は
活
発

14
石
川
県
電
気
工
事
工
業
組
合
加
南
本
部

　
北
陸
新
幹
線
敦
賀
延
伸
関
連
工
事

に
伴
う
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
住
宅
移
転

工
事
等
は
継
続
的
に
発
生
し
て
お
り
、

市
況
は
活
発
で
あ
る
と
考
察
す
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
地
元
の
工
事
で

あ
り
な
が
ら
も
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
や
地

域
外
業
者
か
ら
の
孫
請
け
で
は
材
料

支
給
に
よ
る
利
潤
減
少
に
加
え
て
労

務
単
価
も
依
然
と
し
て
安
く
利
益
は

薄
い
。

　
北
陸
新
幹
線
延
伸
関
連
工
事
や
官

公
庁
に
限
ら
ず
民
間
か
ら
の
設
備
投

資
に
関
す
る
見
積
依
頼
や
問
い
合
わ

せ
は
増
加
傾
向
で
あ
り
、
市
況
の
活

発
性
は
当
面
継
続
す
る
と
思
わ
れ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
電
気
工
事
業
業

界
と
し
て
の
慢
性
的
な
電
気
工
事
作

業
員
不
足
の
解
消
を
図
る
こ
と
が
急

務
で
あ
り
、
作
業
員
の
高
齢
化
対

策
・
若
手
の
育
成
や
施
工
体
制
の
見

直
し
な
ど
に
も
精
力
的
に
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
。

業
界
で
労
働
環
境
の

整
備
に
取
組
む

15
小
松
管
工
事
協
同
組
合

　
新
幹
線
工
事
に
伴
う
埋
設
管
の
移

設
工
事
や
住
宅
等
の
移
転
工
事
が
多

少
あ
る
も
の
の
、一
時
的
な
も
の
で
あ

り
、全
体
的
に
工
事
の
受
注
が
減
少

傾
向
で
、今
後
も
先
行
き
不
透
明
な

状
況
で
あ
る
。

　
業
界
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
工
事

の
減
少
、
後
継
者
不
足
、
技
能
労
働

者
の
高
齢
化
、
若
年
技
術
者
不
足
な

ど
多
く
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
。
今

後
は
、
担
い
手
確
保
の
た
め
、
継
続

的
に
魅
力
あ
る
業
界
と
し
て
の
Ｐ
Ｒ

と
、
賃
金
水
準
の
向
上
や
週
休
２
日

制
な
ど
労
働
環
境
の
整
備
や
働
き
方

改
革
の
も
と
生
産
性
向
上
に
取
り
組

ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
。

ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
ー
な
ど
鮮
魚

部
門
参
入
で
さ
ら
に
厳
し
く

16
小
松
魚
商
協
同
組
合

　
春
に
オ
ー
プ
ン
し
た
イ
オ
ン
モ
ー

ル
の
影
響
は
否
め
ず
、
外
食
産
業
関

連
を
中
心
に
売
り
上
げ
の
減
少
が
見

ら
れ
る
。
加
え
て
、
漁
獲
の
水
揚
げ

量
そ
の
も
の
が
、
減
少
し
て
い
る
た

め
小
売
り
業
務
の
売
上
も
や
や
低
下

ぎ
み
で
あ
る
。

　
業
界
の
見
通
し
は
、
イ
オ
ン
モ
ー

ル
の
影
響
が
ど
の
位
ま
で
あ
る
の
か
。

さ
ら
に
、
昨
今
話
題
の
ド
ラ
ッ
グ
ス

ト
ア
ー
や
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
ス
ト
ア

な
ど
の
生
鮮
部
門
の
参
入
に
よ
り
、

業
界
の
今
後
の
見
通
し
は
厳
し
さ
を

増
し
て
い
く
の
は
避
け
ら
れ
な
い
現

状
で
あ
る
。

開
湯
１
３
０
０
年
祭
へ
向
け
て

回
復
さ
せ
た
い

17
粟
津
温
泉
旅
館
協
同
組
合

　
今
年
に
入
り
6
月
ま
で
半
年
で
、

前
年
を
10
％
程
度
下
回
っ
て
お
り
低

調
と
な
っ
て
い
る
。一
部
主
力
旅
館

の
業
績
悪
化
と
新
幹
線
効
果
が
無
く

な
っ
た
こ
と
が
原
因
と
思
わ
れ
る
。

　
今
後
の
業
界
の
見
通
し
に
つ
い
て

は
、7
月
、8
月
の
入
込
客
数
が
前
年

比
減
少
し
て
お
り
、9
月
以
降
も
不
調

と
思
わ
れ
る
。粟
津
温
泉
開
湯
１
３
０

０
年
祭
を
来
年
に
ひ
か
え
、集
客
事
業

を
集
中
さ
せ
回
復
に
務
め
た
い
。

職
人
技
を
活
か
し

受
注
確
保
し
た
い

18
小
松
建
具
組
合

　
建
具
業
界
は
ほ
ぼ
昨
年
と
同
じ
状

況
で
あ
る
が
、
景
気
動
向
は
昨
年
度

よ
り
や
や
厳
し
い
傾
向
で
あ
る
。

　
今
後
の
業
界
の
見
通
し
に
つ
い
て

は
、
職
人
の
高
齢
化
と
職
人
の
減
少
、

仕
事
量
も
減
少
傾
向
で
あ
り
、
受
注

も
季
節
で
変
動
が
激
し
く
、
一
定
し

て
収
入
を
え
ら
れ
ず
厳
し
い
現
状
で

あ
る
。

　
建
具
職
人
し
か
で
き
な
い
作
業
を

活
か
す
仕
事
が
、
多
く
あ
れ
ば
受
注

増
に
つ
な
が
る
と
思
わ
れ
る
。

人
材
確
保
業
が
急
務

19
小
松
能
美
建
築
組
合
連
合
会

　
建
築
業
界
の
現
状
は
、
複
数
の
大

手
企
業
の
業
績
が
拮
抗
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。

　
最
近
の
住
宅
購
入
者
層
で
あ
る
30

〜
40
代
の
年
収
が
減
少
し
て
お
り
、

住
宅
取
得
が
困
難
な
人
も
少
な
く
な

い
。

　
建
築
業
界
で
仕
事
を
す
る
に
は
専

門
的
な
知
識
や
技
術
が
求
め
ら
れ
る

為
、総
員
の
約
半
分
が
45
歳
以
上
と

業
界
の
平
均
年
齢
は
高
く
な
っ
て
い
る
。

　
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
や
大
手
ビ
ル
ダ
ー

と
の
競
争
が
激
し
く
な
る
中
、
人
材

の
高
齢
化
や
人
材
不
足
の
状
態
が
続

く
と
工
期
遅
れ
が
予
想
さ
れ
、
人
の

確
保
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。

企業、お店の経営に関する課題解決を商工会議所がサポートします！
～各分野の専門家（アドバイザー）と指導員がお困りごとをお聞きします～

石川県よろず支援拠点
小松サテライト

日時 随時受付
概要 経営に関わる諸問題を

コーディネータにサポー
トしていただけます。

企業ドック制度
─────────────
日時 随時受付
概要 将来に向けた的確な経

営戦略を立案しようとす
る中小企業を支援する
ため、外部専門家を無
料で（３回/年）御社へ派
遣します。

目的や条件に合わせて国・県・
市の低利な制度融資や日本
政策金融公庫のマル経融資
（無担保・無保証人）などの斡
旋・認定を行っております。

無料法律相談
──────────
日時 毎週木曜日
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概要 おひとり30分間の

相談となります。
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────────────────────
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日時 随時受付
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家が適切なアドバイスを行い、再建を図ります。

小松商工会議所支援事業
──────────────────────────
◆空店舗出店者補助事業　
小松商店会連盟加盟商店街に新たに出店する事業所へ補助

◆６次産業チャレンジ支援事業
６次産業化の活性化を図る商品を開発した事業所へ補助

◆新商品・新技術開発支援助成事業
新商品開発等を行った事業所へ補助

◆利子補給制度
1年間の借入利子の10％を補給

◆創業支援事業
創業塾の開催など開業に向けての支援

企業PR・販路開拓を考えている会員様
────────────────────────────
■企業PR
小松商工会議所会報にて会員企業を無料でご紹介しております
ので是非お申込み下さい。本所担当者が取材に伺います。
■会報折込
毎月発行している会報に会員限定価格で折込できます。
（発行部数3400件　価格約４万円）
■販路開拓補助金申請（小規模事業者持続化補助金）
補助金申請に向けた「経営計画作成セミナー」を開催、個別
相談会も実施して申請をサポートしております。
■ザ・ビジネスモール
会員事業所の情報を掲載しています。さらに充実させ企業PR
ができます。
■専門家派遣
企業の悩み事へのアドバイザーを派遣。

　その他、各種補助金、助成金に関するご案内、記帳・税務
相談や各種セミナー開催など、様々な会員向けサービスを
ご提供しております。
　まずは小松商工会議所 ☎0761-21-3121 までお問い合
わせください！

石川県事業引継ぎセンター
日時 随時受付
概要 事業承継などに関する

各種ご相談に応じます。

経営に対する
専門的な知識が欲しい
●経営管理全般
●店舗管理
●人事労務など
●事業を誰かに任せたい

企業を再生したい！

●借入過多
●返済遅滞
●販売、受注不振など

自社の魅力を発信したい

●人材確保について
●自社をPRしたい 

経営に関する法律問題を
弁護士に相談したい
●法律一般
●廃業・精算など

金 融 支 援

●借換や資金繰り
●無担保・無保証
●大型店出店対策資金
●経営安定支援融資

問い合わせ
小松商工会議所
経営支援課
☎0761-21-3121
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　小松商工会議所女性会は、平成９年６月に創立し、今年20年という
節目を迎える事となりました。女性経営者としての資質向上、地元商工
業の振興はもとより、地域社会への貢献、環境啓発運動等を軸として創

立以来継続して活動して参りました。ここまで来れましたのもひとえに研修、親睦、広報各委員会
の会員様、そして皆々様のご指導、ご協力、ご支援の賜であり、心より御礼申し上げます。
　創立以来長年の継続した活動に加え、一昨年より小松市内各事業所様を対象に「フローラル花いっ
ぱいコンテスト」を新たに開催し、各事業所様の周辺はもとより、小松市内を樹木やお花で飾り、お旅
まつり等小松に訪れるお客様を心を込めて四季を通して歓迎しようというコンセプトで開催し、好評を得
ております。また、県外の各種企業の広域的視察や、友好商工会議所であります成田商工会議所女性
会との交流など、県内外の女性会との交流も積極的に行い、研鑽を積んでまいりました。
　私達の周辺の環境の変化は今後さらに加速していくと思われますが、この小松を愛する気持ちは会員
一同、変わることはありません。これからはまた新たな挑戦が始まります。会員の皆様方には尚一層の
ご支援、ご協力を賜りますよう、会員の皆様方と共に歩み、今まで培ってきた事を大切にし、小松商工
会議所女性会の活動が益々充実し、発展し、より活発に行えますよう、お願い申し上げ私のご挨拶とさ
せて頂きます。
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小松商工会議所女性会は
おかげさまで創立20周年を迎えました

私達はこれからも女性ならではのしなやかな感性と特性を活かして、積極的に活動して参ります

ご 挨 拶
小松商工会議所女性会

　　　　会長　島　節子

県連会員大会（小松）にて講演する
十二代目市川團十郎氏

フローラル花いっぱいコンテスト開催

全国より341女性会3,237名の皆様に
ご参加いただきました。

本年で19回を迎え市内
の小学生が環境問題に
取り組むきっかけとなっ
ております

毎年出店しており、
女性会の「つくね」は
いつも大人気です。

日本商工会議所女性会全国大会で本事業が表彰されました

平成19年9月平成19年9月

平成26年9月平成26年9月

平成22年6月平成22年6月 平成27年10月平成27年10月

小松商工会議所女性会の歩み（11年目～20年まで）

防災セミナー

おもてなし講座 in こまつ

第47回
全国商工会議所女性会連合会
石川全国大会

小学生（環境・ゴミ問題）
絵画コンクール

世界の外貨募金活動

どんどん歌舞伎市参画 フローラル花いっぱい事業

私たちと一緒に
活動しませんか

女性の元気を
求めています！

入会のご案内
【入会資格】
小松商工会議所会員事業所に従事し
ている女性とし、本会趣旨にご賛同
頂ける方

【会費】
年会費　10,000円
その他につきましては、事務局まで
お気軽にお問い合わせください。

【入会申し込み・問い合わせ先】
小松商工会議所女性会事務局（川島・吉府）　☎0761-21-3121
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会議所の動き会議所の動き

9/2～309/2～309/169/16 9/6～11/159/6～11/15

9/139/13 9/89/89/169/16

9/169/16
　
本
所
で
は
、
創
業
を
目
指
す
方
や
創
業
後
間
も
な
い
方
な
ど

を
対
象
に
、
創
業
の
魅
力
や
経
営
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
財
務
の

基
本
知
識
を
集
中
的
に
学
ぶ「
こ
ま
つ
創
業
塾
」を
4
日
間
の
日

程
で
開
催
し
た
。

　
初
日
の
公
開
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
㈱
あ
き
な
い
総
合
研
究
所
代
表
取

締
役
の
吉
田
雅
紀
氏
が「
小
さ
な
企
業
の
成
功
法
則
」と
題
し
て
、
20

年
に
わ
た
り
、
起
業
一
筋
で
業
者
支
援
事
業
に
携
わ
っ
た
経
験
や
自

身
の
体
験
談
を
も
と
に
講
演
し
た
。
そ
の
中
で
、
ど
の
よ
う
な
創
業

計
画
に
お
い
て
も
必
ず
思
い
通
り
に
い
か
ず
失
敗
す
る
こ
と
が
あ

る
、
い
か
に
小
さ
く
起
業
し
、
育
て
て
い
く
か
が
大
切
で
あ
る
と
熱

心
に
受
講
者
へ
伝
え
た
。
合
わ
せ
て
、
公
的
支
援
機
関
よ
り
創
業
時

の
資
金
調
達
に
お
け
る
金
融
機
関
の
役
割
や
事
業
計
画
作
成
の
必
要

性
を
事
例
を
も
と
に
説
明
し
た
。

　
2
日
目
か
ら
は
、
講
座
と
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を
組
み
合
わ
せ
た
内

容
で
講
義
が
進
め
ら
れ
、
チ
ー
ム
毎
、
ま
た
個
別
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ

ン
の
作
成
に
取
り
組
み
、
最
終
日
に
は
受
講
者
が
自
身
が
目
指
す
ビ

ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の
発
表
が
行
わ
れ
た
。

こまつ創業塾
創
業
の
実
現
に
向
か
っ
て
一
歩
を
踏
み
出
す

　
梯
川
協
議
会（
会
長
：
松
島
英
治
）は
、
今
回
で
28
回

目
を
迎
え
る
梯
川
ご
み
拾
い
を
実
施
し
、
当
日
は
９
２

４
名
が
参
加
し
た
。

　
今
回
の
ご
み
拾
い
は
、
梯
川
沿
川
の
前
川
排
水
機
場
か
ら

中
海
大
橋
ま
で
の
10
・
１
㎞
を
８
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
て
実
施
。

沿
川
の
小
中
学
校
や
高
校
、
町
内
会
や
企
業
・
団
体
等
か
ら

の
参
加
を
頂
き
、
参
加
者
は
朝
７
時
か
ら
ご
み
拾
い
に
汗
を

流
し
た
。

　
ご
み
拾
い
の
後
は
、
稚
松
校
下
町
内
会
連
合
会
主
催（
梯

川
協
議
会
共
催
）の「
フ
ロ
ー
ラ
ル
こ
ま
つ
in
梯
川 

菜
の
花
種

ま
き
会
」を
実
施
し
た
。
場
所
は
梯
川
の
J
R
鉄
橋
、
上
流

左
岸
の
河
川
敷
。
ご
み
拾
い
参
加
者
に
協
力
を
頂
き
、
菜
の

花
の
種
を
ま
い
た
。

　
次
回
梯
川
ご
み
拾
い
は
、
３
月
18
日
㈰
に「
こ
ま
つ
水
辺
ク

リ
ー
ン
デ
ー
」と
し
て
開
催
予
定
。

第28回梯川ごみ拾い

中小企業相談所

第
28
回
梯
川
ご
み
拾
い・菜
の
花
種
ま
き
会

北
陸
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
に
参
加

　
本
所
青
年
部（
以
下
Ｙ
Ｅ
Ｇ
　
会
長
：
前
口
剛
）は
、
新

潟
県
燕
市
に
て
開
催
さ
れ
た
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
第
３７
回
北
陸
信

越
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
燕
大
会
に
参
加
し
た
。

　
今
大
会
で
は
、「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
　
〜
信
頼
と
絆
を
深
め
北
陸
信
越
を

一
つ
に
〜
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、石
川・富
山・新
潟・長
野
の
４
県
の
Ｙ

Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
が
燕
市
に
集
結
し
た
。登
録
者
数
は
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
も

含
め
１
，１
３
０
名
で
、小
松
Ｙ
Ｅ
Ｇ
か
ら
は
５
名
が
参
加
し
た
。

　
大
会
当
日
は
記
念
式
典
と
分
科
会
、
大
懇
親
会
に
参
加
し
、
記

念
式
典
で
は
ブ
ロ
ッ
ク
旗
伝
達
式
も
行
わ
れ
た
。
分
科
会
で
は
、

燕
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
る
㈱
新
越
ワ
ー
ク
ス
の
社
屋
兼
工
場

に
て
、
同
社
製
品
の
Ｐ
Ｒ
を
兼
ね
た
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
と
工
場
内
見

学
に
参
加
し
た
。

　
次
回
の
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
は
、
平
成
30
年
10
月
12
〜
14
日
に
長
野

県
連
下
諏
訪
Ｙ
Ｅ
Ｇ
主
管
の
も
と
、
長
野
県
諏
訪
郡
に
て
開
催
さ

れ
る
。

日
商
簿
記
３
級
合
格
を
目
指
し
て

　
講
師
に
有
限
会
社
ド
リ
ー
ム
カ
レ
ッ
ジ
の
糸
崎
佳
一
氏

を
迎
え
、
経
理
に
携
わ
っ
て
い
る
方
や
も
う
一
度
基
礎
を

勉
強
し
た
い
方
、
簿
記
検
定
を
受
験
さ
れ
る
方
を
対
象
に

９
月
６
日
か
ら
11
月
15
日
ま
で
の
全
20
日
間
の
日
程
で
簿

記
講
座（
日
商
３
級
）を
開
催
中
で
あ
る
。

　
20
名
の
参
加
が
あ
り
、
講
座
で
は
、
記
帳
の
必
要
性
や
仕
分

け
と
い
っ
た
簿
記
の
基
礎
か
ら
、
決
算
整
理
・
財
務
諸
表
の
作
成

ま
で
を
学
び
、
日
商
簿
記
３
級
合
格
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で

い
る
。

　
ま
た
、
簿
記
を
理
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
企
業
の
経
理
事
務

に
必
要
な
会
計
知
識
だ
け
で
は
な
く
、
財
務
諸
表
を
読
む
力
、

基
礎
的
な
経
営
管
理
や
分
析
力
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
基
本
で
あ
る
コ

ス
ト
感
覚
を
身
に
つ
け
る
事
が
で
き
る
た
め
、
20
日
間
と
い
う

長
期
間
の
講
座
で
は
あ
る
が
、
皆
熱
心
に
受
講
し
て
い
る
。

日商3級簿記講座

営
業
力
強
化
の
具
体
的
な
手
法
を
学
ぶ

　
小
松
Y
E
G（
会
長
：
前
口
剛
）で
は
9
月
16
日
に
小

松
ド
ー
ム
に
て
開
催
さ
れ
た「
こ
ま
つ
乗
り
も
の
動
物

園
」に
出
展
し
た
。

　
同
イ
ベ
ン
ト
は
、
小
松
市
が
取
り
組
む
乗
り
も
の
の
ま
ち
小
松

の
市
内
外
へ
の
発
信
を
目
的
と
し
た
事
業
で
あ
り
、
小
松
Y
E
G

で
は
子
ど
も
自
動
車
整
備
体
験
を
実
施
し
た
。
メ
ン
バ
ー
は
普
段

乗
っ
て
い
る
車
が
ど
の
よ
う
な
仕
組
み
で
動
く
か
、
ま
た
点
検
時

の
チ
ェッ
ク
ポ
イ
ン
ト
や
確
認
方
法
を
説
明
し
、
整
備
服
に
着
替

え
た
子
ど
も
た
ち
は
真
剣
に
体
験
に
臨
ん
で
い
た
。

　
ま
た
、
小
松
Y
E
G
が
取
り
組
ん
で
い
る
、
小
松
と
ま
と
を
ふ

ん
だ
ん
に
使
用
し
、
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
小
松
産
石
材
で

製
造
し
た
石
窯
で
焼
き
上
げ
る
ピ
ザ「
こ
ま
つ
ピ
ザ
」も
出
展
し

た
。
用
意
し
た
分
は
早
々
に
完
売
し
、
石
窯
自
体
に
も
興
味
を

持
つ
来
場
客
も
多
く
見
ら
れ
た
。

青年部
Y
E
G 

こ
ま
つ
乗
り
も
の
動
物
園
に
参
加

　
本
所
中
小
企
業
相
談
所
で
は
、去
る
９
月
13
日
、本
所
に
て
ジ
ャ

イ
ロ
総
合
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
㈱
取
締
役
会
長
の
大
木
ヒ
ロ
シ
氏
を

招
き
、消
費
税
軽
減
税
率
対
策
の
一
環
と
し
て
驚
く
ほ
ど
売
れ
る
よ

う
に
な
る「
営
業
力
強
化
セ
ミ
ナ
ー
」を
実
施
、12
名
が
参
加
し
た
。

　
本
セ
ミ
ナ
ー
で
大
木
氏
は
、
昨
今
、
単
に
商
品
・
製
品
の
力
だ
け

で
は
デ
フ
レ
圧
力
を
跳
ね
返
す
こ
と
は
で
き
ず
、
売
れ
な
く
て
当
た

り
前
の
時
代
に
は
、「
販
売
力
・
営
業
力
」の
強
化
が
不
可
欠
で
あ
り
、

ダ
ン
ト
ツ
商
品
・
製
品
を
ダ
ン
ト
ツ
の
営
業
・
販
売
力
で
売
り
込
ん
で

い
く
し
か
な
い
と
説
い
た
。一
般
に
営
業
力
の
不
足
と
は
、
営
業
マ

ン
の「
数
」「
能
力
」「
意
欲
」の
不
足
と
捉
え
が
ち
で
あ
る
が
、
今
大
切

な
の
は
営
業
の「
全
体
的
な
仕
組
み
」づ
く
り
で
あ
り
、
個
人
営
業
か

ら
組
織
全
体
で
の
チ
ー
ム
営
業
へ
シ
フ
ト
す
れ
ば
、
営
業
効
率
は
飛

躍
的
に
高
ま
る
と
力
強
く
説
明
し
た
。

　
よ
っ
て
、
こ
れ
か
ら
の
中
小
企
業
は「
神
業
」「
達
人
」営
業
マ
ン
に

依
存
す
る
の
で
は
な
く
、
営
業
員
の
高
度
な
平
準
化
の
実
践
、
す
な

わ
ち
全
員
営
業（
チ
ー
ム
営
業
）の
仕
組
み
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
お

り
是
非
実
践
し
て
ほ
し
い
と
訴
え
、
セ
ミ
ナ
ー
を
終
え
た
。

小規模企業振興委員連絡会青年部

菜の花の種まきの様子和田市長ごみ拾いに駆け付ける！！ 講演する吉田社長ワークショップを通じて学ぶ

講師の多田久俊氏連絡会の様子

ワイパー確認

工場見学に参加会場前にて記念撮影

エンジンオイル確認 講師の糸崎佳一氏

講師のジャイロ総合コンサルティング㈱
取締役会長の大木ヒロシ氏セミナーの様子

　
９
月
８
日
、本
所
で
は
石
川
県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
チ

ー
フ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
多
田
久
俊
氏
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
、事
業

承
継
を
テ
ー
マ
に
、小
規
模
企
業
振
興
委
員
連
絡
会
を
開
催
し
た
。

　
連
絡
会
で
は
、
寺
田
英
夫
代
表
幹
事
の
挨
拶
の
後
、
ゲ
ス
ト
の
多

田
氏
よ
り「
10
年
先
の
会
社
を
考
え
よ
う
」会
社
や
事
業
の
将
来
の
た

め
に
、
今
で
き
る
こ
と
に
つ
い
て
資
料
を
も
と
に
説
明
を
受
け
た
。

　
ま
ず
、「
会
社
の
い
ま
」を
見
つ
め
直
す
と
こ
ろ
か
ら
は
じ
め
、「
経

営
の
見
え
る
化
」「
会
社
の
磨
き
上
げ
」「
事
業
承
継
」ま
で
の
ス
テ
ッ

プ
に
つ
い
て
具
体
的
な
例
を
挙
げ
て
説
明
し
た
。

　
ま
た
、
事
業
引
継
ぎ
セ
ン
タ
ー
の
支
援
内
容
に
つ
い
て
も
説
明
を

受
け
、
後
継
者
が
い
な
い
場
合
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
つ
い
て
、
会
社
の

磨
き
上
げ
に
向
け
た
５
つ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
、
親
族
内
・
従
業
員
承
継
の

際
の
数
年
先
を
見
据
え
た
事
業
承
継
計
画
策
定
へ
の
取
組
み
を
説
明

し
、
早
め
に
取
組
む
こ
と
の
重
要
性
を
説
明
し
た
。

　
そ
の
後
、
各
業
界
を
取
り
巻
く
環
境
変
化
や
今
後
の
見
通
し
に
つ

い
て
業
況
報
告（
詳
細
は
会
報
Ｐ
８
）を
行
っ
た
。

事
業
承
継
へ
の
取
組
み
に
つ
い
て
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本
所
で
は
、
創
業
を
目
指
す
方
や
創
業
後
間
も
な
い
方
な
ど

を
対
象
に
、
創
業
の
魅
力
や
経
営
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
財
務
の

基
本
知
識
を
集
中
的
に
学
ぶ「
こ
ま
つ
創
業
塾
」を
4
日
間
の
日

程
で
開
催
し
た
。

　
初
日
の
公
開
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
㈱
あ
き
な
い
総
合
研
究
所
代
表
取

締
役
の
吉
田
雅
紀
氏
が「
小
さ
な
企
業
の
成
功
法
則
」と
題
し
て
、
20

年
に
わ
た
り
、
起
業
一
筋
で
業
者
支
援
事
業
に
携
わ
っ
た
経
験
や
自

身
の
体
験
談
を
も
と
に
講
演
し
た
。
そ
の
中
で
、
ど
の
よ
う
な
創
業

計
画
に
お
い
て
も
必
ず
思
い
通
り
に
い
か
ず
失
敗
す
る
こ
と
が
あ

る
、
い
か
に
小
さ
く
起
業
し
、
育
て
て
い
く
か
が
大
切
で
あ
る
と
熱

心
に
受
講
者
へ
伝
え
た
。
合
わ
せ
て
、
公
的
支
援
機
関
よ
り
創
業
時

の
資
金
調
達
に
お
け
る
金
融
機
関
の
役
割
や
事
業
計
画
作
成
の
必
要

性
を
事
例
を
も
と
に
説
明
し
た
。

　
2
日
目
か
ら
は
、
講
座
と
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を
組
み
合
わ
せ
た
内

容
で
講
義
が
進
め
ら
れ
、
チ
ー
ム
毎
、
ま
た
個
別
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ

ン
の
作
成
に
取
り
組
み
、
最
終
日
に
は
受
講
者
が
自
身
が
目
指
す
ビ

ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の
発
表
が
行
わ
れ
た
。

こまつ創業塾
創
業
の
実
現
に
向
か
っ
て
一
歩
を
踏
み
出
す

　
梯
川
協
議
会（
会
長
：
松
島
英
治
）は
、
今
回
で
28
回

目
を
迎
え
る
梯
川
ご
み
拾
い
を
実
施
し
、
当
日
は
９
２

４
名
が
参
加
し
た
。

　
今
回
の
ご
み
拾
い
は
、
梯
川
沿
川
の
前
川
排
水
機
場
か
ら

中
海
大
橋
ま
で
の
10
・
１
㎞
を
８
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
て
実
施
。

沿
川
の
小
中
学
校
や
高
校
、
町
内
会
や
企
業
・
団
体
等
か
ら

の
参
加
を
頂
き
、
参
加
者
は
朝
７
時
か
ら
ご
み
拾
い
に
汗
を

流
し
た
。

　
ご
み
拾
い
の
後
は
、
稚
松
校
下
町
内
会
連
合
会
主
催（
梯

川
協
議
会
共
催
）の「
フ
ロ
ー
ラ
ル
こ
ま
つ
in
梯
川 

菜
の
花
種

ま
き
会
」を
実
施
し
た
。
場
所
は
梯
川
の
J
R
鉄
橋
、
上
流

左
岸
の
河
川
敷
。
ご
み
拾
い
参
加
者
に
協
力
を
頂
き
、
菜
の

花
の
種
を
ま
い
た
。

　
次
回
梯
川
ご
み
拾
い
は
、
３
月
18
日
㈰
に「
こ
ま
つ
水
辺
ク

リ
ー
ン
デ
ー
」と
し
て
開
催
予
定
。

第28回梯川ごみ拾い

中小企業相談所

第
28
回
梯
川
ご
み
拾
い・菜
の
花
種
ま
き
会

北
陸
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
に
参
加

　
本
所
青
年
部（
以
下
Ｙ
Ｅ
Ｇ
　
会
長
：
前
口
剛
）は
、
新

潟
県
燕
市
に
て
開
催
さ
れ
た
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
第
３７
回
北
陸
信

越
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
燕
大
会
に
参
加
し
た
。

　
今
大
会
で
は
、「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
　
〜
信
頼
と
絆
を
深
め
北
陸
信
越
を

一
つ
に
〜
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、石
川・富
山・新
潟・長
野
の
４
県
の
Ｙ

Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
が
燕
市
に
集
結
し
た
。登
録
者
数
は
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
も

含
め
１
，１
３
０
名
で
、小
松
Ｙ
Ｅ
Ｇ
か
ら
は
５
名
が
参
加
し
た
。

　
大
会
当
日
は
記
念
式
典
と
分
科
会
、
大
懇
親
会
に
参
加
し
、
記

念
式
典
で
は
ブ
ロ
ッ
ク
旗
伝
達
式
も
行
わ
れ
た
。
分
科
会
で
は
、

燕
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
る
㈱
新
越
ワ
ー
ク
ス
の
社
屋
兼
工
場

に
て
、
同
社
製
品
の
Ｐ
Ｒ
を
兼
ね
た
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
と
工
場
内
見

学
に
参
加
し
た
。

　
次
回
の
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
は
、
平
成
30
年
10
月
12
〜
14
日
に
長
野

県
連
下
諏
訪
Ｙ
Ｅ
Ｇ
主
管
の
も
と
、
長
野
県
諏
訪
郡
に
て
開
催
さ

れ
る
。

日
商
簿
記
３
級
合
格
を
目
指
し
て

　
講
師
に
有
限
会
社
ド
リ
ー
ム
カ
レ
ッ
ジ
の
糸
崎
佳
一
氏

を
迎
え
、
経
理
に
携
わ
っ
て
い
る
方
や
も
う
一
度
基
礎
を

勉
強
し
た
い
方
、
簿
記
検
定
を
受
験
さ
れ
る
方
を
対
象
に

９
月
６
日
か
ら
11
月
15
日
ま
で
の
全
20
日
間
の
日
程
で
簿

記
講
座（
日
商
３
級
）を
開
催
中
で
あ
る
。

　
20
名
の
参
加
が
あ
り
、
講
座
で
は
、
記
帳
の
必
要
性
や
仕
分

け
と
い
っ
た
簿
記
の
基
礎
か
ら
、
決
算
整
理
・
財
務
諸
表
の
作
成

ま
で
を
学
び
、
日
商
簿
記
３
級
合
格
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で

い
る
。

　
ま
た
、
簿
記
を
理
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
企
業
の
経
理
事
務

に
必
要
な
会
計
知
識
だ
け
で
は
な
く
、
財
務
諸
表
を
読
む
力
、

基
礎
的
な
経
営
管
理
や
分
析
力
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
基
本
で
あ
る
コ

ス
ト
感
覚
を
身
に
つ
け
る
事
が
で
き
る
た
め
、
20
日
間
と
い
う

長
期
間
の
講
座
で
は
あ
る
が
、
皆
熱
心
に
受
講
し
て
い
る
。

日商3級簿記講座

営
業
力
強
化
の
具
体
的
な
手
法
を
学
ぶ

　
小
松
Y
E
G（
会
長
：
前
口
剛
）で
は
9
月
16
日
に
小

松
ド
ー
ム
に
て
開
催
さ
れ
た「
こ
ま
つ
乗
り
も
の
動
物

園
」に
出
展
し
た
。

　
同
イ
ベ
ン
ト
は
、
小
松
市
が
取
り
組
む
乗
り
も
の
の
ま
ち
小
松

の
市
内
外
へ
の
発
信
を
目
的
と
し
た
事
業
で
あ
り
、
小
松
Y
E
G

で
は
子
ど
も
自
動
車
整
備
体
験
を
実
施
し
た
。
メ
ン
バ
ー
は
普
段

乗
っ
て
い
る
車
が
ど
の
よ
う
な
仕
組
み
で
動
く
か
、
ま
た
点
検
時

の
チ
ェッ
ク
ポ
イ
ン
ト
や
確
認
方
法
を
説
明
し
、
整
備
服
に
着
替

え
た
子
ど
も
た
ち
は
真
剣
に
体
験
に
臨
ん
で
い
た
。

　
ま
た
、
小
松
Y
E
G
が
取
り
組
ん
で
い
る
、
小
松
と
ま
と
を
ふ

ん
だ
ん
に
使
用
し
、
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
小
松
産
石
材
で

製
造
し
た
石
窯
で
焼
き
上
げ
る
ピ
ザ「
こ
ま
つ
ピ
ザ
」も
出
展
し

た
。
用
意
し
た
分
は
早
々
に
完
売
し
、
石
窯
自
体
に
も
興
味
を

持
つ
来
場
客
も
多
く
見
ら
れ
た
。

青年部
Y
E
G 

こ
ま
つ
乗
り
も
の
動
物
園
に
参
加

　
本
所
中
小
企
業
相
談
所
で
は
、去
る
９
月
13
日
、本
所
に
て
ジ
ャ

イ
ロ
総
合
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
㈱
取
締
役
会
長
の
大
木
ヒ
ロ
シ
氏
を

招
き
、消
費
税
軽
減
税
率
対
策
の
一
環
と
し
て
驚
く
ほ
ど
売
れ
る
よ

う
に
な
る「
営
業
力
強
化
セ
ミ
ナ
ー
」を
実
施
、12
名
が
参
加
し
た
。

　
本
セ
ミ
ナ
ー
で
大
木
氏
は
、
昨
今
、
単
に
商
品
・
製
品
の
力
だ
け

で
は
デ
フ
レ
圧
力
を
跳
ね
返
す
こ
と
は
で
き
ず
、
売
れ
な
く
て
当
た

り
前
の
時
代
に
は
、「
販
売
力
・
営
業
力
」の
強
化
が
不
可
欠
で
あ
り
、

ダ
ン
ト
ツ
商
品
・
製
品
を
ダ
ン
ト
ツ
の
営
業
・
販
売
力
で
売
り
込
ん
で

い
く
し
か
な
い
と
説
い
た
。一
般
に
営
業
力
の
不
足
と
は
、
営
業
マ

ン
の「
数
」「
能
力
」「
意
欲
」の
不
足
と
捉
え
が
ち
で
あ
る
が
、
今
大
切

な
の
は
営
業
の「
全
体
的
な
仕
組
み
」づ
く
り
で
あ
り
、
個
人
営
業
か

ら
組
織
全
体
で
の
チ
ー
ム
営
業
へ
シ
フ
ト
す
れ
ば
、
営
業
効
率
は
飛

躍
的
に
高
ま
る
と
力
強
く
説
明
し
た
。

　
よ
っ
て
、
こ
れ
か
ら
の
中
小
企
業
は「
神
業
」「
達
人
」営
業
マ
ン
に

依
存
す
る
の
で
は
な
く
、
営
業
員
の
高
度
な
平
準
化
の
実
践
、
す
な

わ
ち
全
員
営
業（
チ
ー
ム
営
業
）の
仕
組
み
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
お

り
是
非
実
践
し
て
ほ
し
い
と
訴
え
、
セ
ミ
ナ
ー
を
終
え
た
。

小規模企業振興委員連絡会青年部

菜の花の種まきの様子和田市長ごみ拾いに駆け付ける！！ 講演する吉田社長ワークショップを通じて学ぶ

講師の多田久俊氏連絡会の様子

ワイパー確認

工場見学に参加会場前にて記念撮影

エンジンオイル確認 講師の糸崎佳一氏

講師のジャイロ総合コンサルティング㈱
取締役会長の大木ヒロシ氏セミナーの様子

　
９
月
８
日
、本
所
で
は
石
川
県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
チ

ー
フ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
多
田
久
俊
氏
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
、事
業

承
継
を
テ
ー
マ
に
、小
規
模
企
業
振
興
委
員
連
絡
会
を
開
催
し
た
。

　
連
絡
会
で
は
、
寺
田
英
夫
代
表
幹
事
の
挨
拶
の
後
、
ゲ
ス
ト
の
多

田
氏
よ
り「
10
年
先
の
会
社
を
考
え
よ
う
」会
社
や
事
業
の
将
来
の
た

め
に
、
今
で
き
る
こ
と
に
つ
い
て
資
料
を
も
と
に
説
明
を
受
け
た
。

　
ま
ず
、「
会
社
の
い
ま
」を
見
つ
め
直
す
と
こ
ろ
か
ら
は
じ
め
、「
経

営
の
見
え
る
化
」「
会
社
の
磨
き
上
げ
」「
事
業
承
継
」ま
で
の
ス
テ
ッ

プ
に
つ
い
て
具
体
的
な
例
を
挙
げ
て
説
明
し
た
。

　
ま
た
、
事
業
引
継
ぎ
セ
ン
タ
ー
の
支
援
内
容
に
つ
い
て
も
説
明
を

受
け
、
後
継
者
が
い
な
い
場
合
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
つ
い
て
、
会
社
の

磨
き
上
げ
に
向
け
た
５
つ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
、
親
族
内
・
従
業
員
承
継
の

際
の
数
年
先
を
見
据
え
た
事
業
承
継
計
画
策
定
へ
の
取
組
み
を
説
明

し
、
早
め
に
取
組
む
こ
と
の
重
要
性
を
説
明
し
た
。

　
そ
の
後
、
各
業
界
を
取
り
巻
く
環
境
変
化
や
今
後
の
見
通
し
に
つ

い
て
業
況
報
告（
詳
細
は
会
報
Ｐ
８
）を
行
っ
た
。

事
業
承
継
へ
の
取
組
み
に
つ
い
て
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小
松
の
石
の
活
用
法
を
探
る

　
９
月
12
日（
火
）、
小
松
の
石
の

活
用
法
、
可
能
性
を
検
証
す
る
研

修
会
を
小
松
の
石
の
お
皿
で
料
理

の
提
供
を
行
っ
て
い
る
リ
ス
ト
ラ

ン
テ
・
ジ
ン
に
て
開
催
し
、
26
名

の
参
加
が
あ
っ
た
。

　
初
め
に
、
サ
イ
エ
ン
ス
ヒ
ル
ズ

こ
ま
つ
内
レ
ス
ト
ラ
ン
リ
ス
ト
ラ

ン
テ
・
ジ
ン
料
理
長
の
本
田
伸
樹

氏
よ
り
、
小
松
の
石
を
使
っ
た
お

皿
で
料
理
を
提
供
す
る
に
至
っ
た

経
緯
や
、
実
際
に
料
理
皿
と
し
て

使
用
し
た
感
想
な
ど
に
つ
い
て
お

話
い
た
だ
き
、
そ
の
後
、
小
松
の

石
の
活
用
法
に
つ
い
て
、
メ
ン
バ

ー
間
で
話
し
合
い
、
12
月
に
小
松

の
石
を
使
用
し
た
建
物
や
店
舗
を

視
察
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
今
年
度
当
会
で
は
、
昨
年
日
本

遺
産
に
認
定
さ
れ
た
小
松
の
石
文

化
に
関
す
る
研
修
を
実
施
し
て
お

り
、
４
月
の
総
会
で
は
小
松
市
経

済
観
光
文
化
部
文
化
創
造
課
埋
蔵

文
化
財
セ
ン
タ
ー
参
事
の
下
濱
貴

子
氏
を
お
迎
え
し
、
６
月
に
は
市

内
の
石
の
産
地
を
視
察
し
て
い
る
。

リストランテ・ジン料理長の本田伸樹氏より説明を受ける

錆
は
鉄
の
醍
醐
味
！
変
化
す
る
質
感
も

独
特
の
味
が
出
て
頼
も
し
い

◆所 在 地 小松市白江町リ83-4
◆業　　種 表札・看板製作
 IRONWOOD家具
 間接照明
 その他オーダーメイドアイアン
◆Ｔ Ｅ Ｌ 0761-48-4198
◆営業時間 9:00～19:00
◆定 休 日 不定休
 （電話でお尋ね下さい）

　
鉄
を
素
材
に「
切
る
」「
叩
く
」「
曲
げ
る
」

「
繋
げ
る
」「
磨
く
」の
工
程
か
ら
想
い
描
い

た
カ
タ
チ
に
仕
上
げ
る
。
ア
ー
ト
看
板
や

表
札
、
照
明
器
具
、
木
と
合
体
さ
せ
た
家

具
な
ど
、
鉄
に
新
し
い
生
命
を
吹
込
む
鉄

職
人
が
こ
こ
白
江
町
に
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
住
ま
い
の
イ
ン
テ
リ
ア
や
店

舗
の
装
飾
に
、
見
る
人
が
驚
き
、
今
ま
で

「
見
た
こ
と
も
な
い
」魅
力
に
あ
ふ
れ
る

数
々
の
作
品
を
創
作
し
て
き
た
。

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
ア
イ
ア
ン
表

札
・
看
板
等
の
魅
力
は
、
手
作
り

で
し
か
出
せ
な
い
鉄
の
風
合
い
そ

し
て
圧
倒
的
な
存
在
感
で
あ
り
、

大
量
生
産
で
は
絶
対
マ
ネ
の
で
き

な
い
世
界
で
た
だ
一
つ
だ
け
の
自

分
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
が
創
れ
る
と
こ

ろ
に
あ
る
。 

　
鉄
は
色
・
曲
線
の
イ
メ
ー
ジ
で

色
々
な
用
途
に
合
わ
す
こ
と
が

可
能
で
鉄
そ
の
も
の
の
良
さ
と
、

鉄
な
ら
で
は
の
重
厚
感
を
活
か
し

つ
つ
、
デ
ザ
イ
ン
性
に
富
ん
だ
主

張
し
す
ぎ
な
い
ナ
チ
ュ
ラ
ル
な
表
札
・

看
板
等
を
創
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
お
客
様
の
要
望
に
沿
え
る
た
め
、ご

希
望
の
サ
イ
ズ・色・デ
ザ
イ
ン・素
材
な

ど
イ
メ
ー
ジ
を
お
伺
い
し
、お
客
様
と

共
に
そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
具
現
化
し
、繊

細
な
技
術
を
駆
使
し
こ
の
世
に
二
つ
と

な
い
お
気
に
入
り
の
逸
品
が
完
成
。

　
興
味
の
お
あ
り
の
方
は
、
是
非
お

気
軽
に
ご
来
店
頂
き
、
鉄
の
匠
に
ご

相
談
さ
れ
て
は
い
か
が
で
す
か
。
き

っ
と
ご
満
足
の
い
く
感
動
の
作
品
が

出
来
ま
す
よ
。

IRON WORKS KORU
代表　酢馬　慶太

小松の石を使ったお皿で料理を提供

白江

平面

N

●小松警察署

　山田
●仏壇店

梯川 ●こまつ
　自動車学校

●ユニクロ

★KORU
305

北陸マツダ●
小松
市街 ←

能美市↑

自社の創作看板

アイアン ワークス コル

●村田自動車
　工業

「ＫＯＲＵパン」

レーザー加工ではなく、
昔ながらの手切による溶断

アクサ生命保険株式会社  小松営業所  〒923-0801  石川県小松市園町二-1  小松商工会議所ビル1F  TEL 0761-24-4596

会社と経営者ご自身の安心のために在任中のリスクや
ご勇退に向けての備えは万全でしょうか。
万が一の事態から会社を守る、経営者の未来を支えるために
アクサはさまざまなサポートを提案させていただきます。

保険をくるりと変える。

「就業不能」リスクまで経営者を手厚くサポートします。

在任中から勇退後まで経営者を手厚くサポートします。

在任中から勇退後まで経営者を手厚くサポートします。

企業の資産形成をサポートします。

●アクサ生命は、商工会議所と協力し、会員事業所の各種ニーズ（弔慰金・見舞金制度、退職金制度、リスク対策や事業承継など）を共済制度／福祉制度でサポートしています。
●本商品をご検討の際には、「重要事項説明書（契約概要・注意喚起情報・その他重要なお知らせ）」「ご契約のしおり・約款」を必ずご覧ください。
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「『
お
い
し
い
も
の
』を

つ
く
れ
ば
売
れ
る
の
か
」

　
全
国
各
地
の
事
業
者
さ
ん
と
お
話
し
し

て
い
て
戸
惑
う
こ
と
の一つ
が
「
お
い
し
さ

と
は
何
か
」
の
考
え
方
の
違
い
で
す
。
地

域
特
産
の
野
菜
や
果
物
、
海
産
物
な
ど
を

使
っ
た
加
工
食
品
や
食
材
は
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
こ
れ
を
地
産
地
消
だ
け
で
な
く

遠
く
ま
で
運
ん
で
価
値
あ
る
商
品
に
す
る

た
め
に
は
、
い
く
つ
か
越
え
る
べ
き
ハ
ー
ド

ル
が
存
在
し
ま
す
。
相
談
会
な
ど
で
事
業

者
の
皆
さ
ま
と
お
話
し
す
る
と
「
ま
ず
食

べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
お
い
し
い
で
し
ょ

う
？
」
と
言
わ
れ
て
、
後
は
「
お
い
し
い

か
ら
、
市
場
や
取
引
条
件
は
こ
ち
ら
の
思

う
ま
ま
に
売
れ
る
は
ず
」
と
い
っ
た
結
論
に

導
く
人
が
い
ま
す
。

　
食
べ
物
は
お
い
し
け
れ
ば
売
れ
る
と
い

う
の
は
間
違
い
だ
と
真
っ
向
か
ら
否
定
す

る
の
は
、
全
国
に
イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン

を
展
開
す
る
サ
イ
ゼ
リ
ヤ
の
創
業
者
、
正

垣
泰
彦
氏
で
す
。『
お
い
し
い
か
ら
売
れ
る

の
で
は
な
い
　
売
れ
て
い
る
の
が
お
い
し
い

料
理
だ
』
と
い
う
著
作
ま
で
あ
り
ま
す
。

正
垣
さ
ん
は
、
料
理
の
お
い
し
さ
に
と
っ
て

見
た
目
、
香
り
、
味
、
後
口
、
そ
れ
に
価

格
も
大
事
な
要
素
だ
と
言
い
ま
す
。
こ
れ

ら
が
ち
ゃ
ん
と
整
っ
て
初
め
て
人
は
お
い
し

い
と
感
じ
る
の
だ
そ
う
で
す
。
ま
た
、
先

日
お
会
い
し
た
食
材
通
販
の
オ
イ
シ
ッ
ク
ス

の
バ
イ
ヤ
ー
は
、
近
ご
ろ
の
消
費
者
は
「
口

よ
り
も
頭
で
お
い
し
さ
を
感
じ
て
い
る
」

と
言
い
ま
す
。
単
に
口
に
入
れ
た
と
き
の

味
だ
け
で
な
く
、
自
分
が
求
め
て
い
る
用

途
や
シ
ー
ン
に
対
し
て
そ
の
食
品
が
マ
ッ
チ

し
て
い
る
か
が
重
要
と
の
こ
と
で
す
。

　
サ
イ
ゼ
リ
ヤ
は
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
理
論
的
に
追
求
し
て
実
践
す
る
チ
ェ
ー

ン
ス
ト
ア
理
論
の
体
現
者
で
す
。
例
え
ば
、

ラ
イ
ス
を
の
せ
る
お
皿
を
洗
う
際
は
、
お

皿
を
左
手
で
持
ち
ス
ポ
ン
ジ
を
３
回
転
さ

せ
る
と
か
、
テ
ー
ブ
ル
は
左
右
に
４
往
復

し
て
満
遍
な
く
拭
く
と
い
っ
た
よ
う
に
、
行

動
を
細
分
化
し
て
品
質
と
時
間
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
オ
イ
シ
ッ
ク

ス
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
と
い
う
売
り
方

の
特
性
を
生
か
し
て
、
同
じ
よ
う
な
カ
テ

ゴ
リ
ー
で
同
じ
よ
う
な
価
格
帯
の
商
品
を

二
つ
同
時
に
売
っ
て
み
て
ど
ち
ら
が
売
れ
る

か
、
い
わ
ゆ
る
「
Ａ
Ｂ
テ
ス
ト
」
を
徹
底

的
に
繰
り
返
し
て
消
費
者
が
求
め
て
い
る

ニ
ー
ズ
の
核
心
を
常
に
研
究
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
大
企
業
の
研
究
に
裏
付
け
ら

れ
た
商
品
を
相
手
に
、
地
域
の
小
規
模
事

業
者
の
商
品
は
戦
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
逆
に
言
え
ば
、
大
企
業
で
は
提

供
で
き
な
い
価
値
を
消
費
者
に
提
供
す
る

に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
を
突
き
詰
め
る

こ
と
が
、
地
域
の
事
業
者
に
は
必
要
な
こ

と
だ
と
感
じ
ま
す
。
単
に
素
材
が
良
い
、

味
が
良
い
と
い
う
だ
け
で
は
生
き
残
れ
な

い
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
、
も
ち
ろ
ん
小
規
模
事
業
者
に
も

希
望
は
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
ご

ろ
地
方
に
行
く
と
必
ず
「
は
や
っ
て
い
る
お

い
し
い
パ
ン
屋
さ
ん
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
」

と
聞
き
ま
す
。
こ
れ
が
結
構
あ
ち
こ
ち
に

あ
る
の
で
す
。
地
方
は
車
社
会
で
す
か
ら
、

場
所
に
よ
っ
て
は
数
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
も
離

れ
た
所
か
ら
パ
ン
を
買
い
に
来
る
ケ
ー
ス

も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
も
パ
ン
は

毎
日
の
食
材
で
す
か
ら
た
び
た
び
お
店
を

訪
れ
ま
す
。
こ
の
広
い
商
圏
、
高
い
来
店

頻
度
、
さ
ら
に
大
手
チ
ェ
ー
ン
で
は
ま
ね
が

で
き
な
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
価
値
の
提
供
が
、

ほ
か
の
業
種
業
態
で
も
成
功
の
鍵
に
な
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

日
経
Ｂ
Ｐ
ヒ
ッ
ト
総
合
研
究
所

　
　
　
　
　
上
席
研
究
員
　
渡
辺
　
和
博

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

渡
辺
　和
博
／
わ
た
な
べ・か
ず
ひ
ろ

　
日
経
Ｂ
Ｐ
総
研
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
研
究
所

上
席
研
究
員
。１
９
８
６
年
、筑
波
大
学
大
学
院

理
工
学
修
士
課
程
修
了
。同
年
、日
本
経
済
新
聞

社
入
社
。日
経
パ
ソ
コ
ン
、日
経
ビ
ジ
ネ
ス
、日
経

ト
レ
ン
デ
ィ
な
ど
Ｉ
Ｔ
分
野
、経
営
分
野
、コ
ン

シ
ュ
ー
マ
分
野
の
専
門
誌
編
集
部
を
経
て
現
職
。

全
国
各
地
の
商
工
会
議
所
な
ど
で
地
域
振
興
や

特
産
品
開
発
の
た
め
の
講
演・コ
ン
サ
ル
を
実
施
。

消
費
者
起
点
の
も
の
づ
く
り
を
テ
ー
マ
に
地
域
発

の
ヒ
ッ
ト
商
品
育
成
を
支
援
し
て
い
る
。

小
松
商
工
会
議
所
会
報

チ
ラ
シ
同
封

サ
ー
ビ
ス
の
ご
案
内

チ
ラ
シ
同
封

サ
ー
ビ
ス
の
ご
案
内

　
本
所
で
は
毎
月
会
報
を
発
行
す

る
際
に
、会
員
事
業
所
の
皆
様
の
製

品
や
商
品
、セ
ミ
ナ
ー
イ
ベ
ン
ト
等

の
Ｐ
Ｒ
チ
ラ
シ
を
会
報
に
同
封
し

て
お
届
け
す
る「
チ
ラ
シ
同
封
サ
ー

ビ
ス
」を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
ご
希
望
の
方
は
、お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
送
付
日

　
毎
月
１
回（
毎
月
１
日
送
付
予
定
）

▼
チ
ラ
シ
サ
イ
ズ

　
Ａ
４・Ｂ
５
サ
イ
ズ（
基
準
サ
イ
ズ
）

▼
利
用
料
金

　
４
１
，１
６
０
円（
税
込
）

▼
送
付
先

　
本
所
会
員
事
業
所
、関
係
官
公
庁・

団
体
、全
国
の
商
工
会
議
所
な
ど

▼
発
行
部
数

　
毎
月
約
３
，４
０
０
部

▼
申
込
締
切

　
送
付
希
望
月
の
前
月
10
日

▼
納
品
期
日

　
送
付
希
望
月
の
前
月
20
日
ま
で

に
本
所
、ま
た
は
指
定
業
者
へ
納

品
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
方
法

　
所
定
の
申
込
用
紙
が
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
小
松
商
工
会
議
所 

総
務
財
政
課

　
☎（
０
７
６
１
）21・３
１
２
１

　
本
所
で
は
少
人
数
の
社
内
会
議
か
ら

2
0
0
名
を
超
え
る
大
型
研
修
会
ま
で

様
々
な
用
途
で
ご
利
用
い
た
だ
け
る
会

議
室
を
ご
提
供
し
て
お
り
ま
す
。
会
員

事
業
所
割
引
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
利
用
時
間

　
午
前
９
時
〜
午
後
９
時

　（
土・日・祝  

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

●
休
館
日

　
年
末
年
始（
12
／
31
〜
１
／
３
）

※

そ
の
他
休
館
と
な
る
日
も
ご
ざ
い
ま
す
。

●
施
設
案
内

大
小
会
議
室
、研
修
室
11
室
、

駐
車
場
１
０
０
台
、冷
暖
房
完
備

●
料
金・申
し
込
み

事
業
課
ま
で
お
電
話
に
て
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
駐
車
場
に
つ
い
て（
ご
協
力
の
お
願
い
）

当
施
設
の
駐
車
場
台
数
に
は
限
り
が

あ
り
ま
す
の
で
、
公
共
交
通
機
関
の

利
用
、
お
車
を
乗
り
合
わ
せ
て
の
来

場
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

小
松
商
工
会
議
所
会
館

貸
会
議
室
の
ご
案
内3階　大ホール（301～303号室）3階　小会議室（305号室）

小
松
商
工
会
議
所  

会
館
係  

☎
0
7
6
1・21・3
1
2
1

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
小
松
商
工
会
議
所「
貸
会
議
室
」

http://w
w
w
.kom

atcci.or.jp/

Hifリゾート株式会社



19 小松商工会議所［2017.10］ 18
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お
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し
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も
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つ
く
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れ
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す
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。
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れ
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。
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平成29年度小松商工会議所会員大会

特別講演会特別講演会
『報道から見たこれからの日本』
講師　時事通信社特別解説委員

　　　田﨑  史郎 氏

《演  題》

講師経歴
中央大学法学部法律学科卒業後、時事通信社入社。自民党はじめ
民主党、公明党、維新の会などを幅広く取材。政治取材は38年余。
現在、社会資本整備審議会公共用地分科会委員。
TBS系「ひるおび！」「ニュースキャスター」、BSフジ「プライムニュース」
などテレビ出演も多数。

と　き／平成29年１１月２８日（火） １４：３０～
ところ／小松商工会議所 ３階大ホール

主催：小松商工会議所
共催：公益財団法人日本電信電話ユーザ協会南加賀地区協会、公益社団法人小松法人会
　　　石川県商工会議所連合会

※駐車場が混雑します。車の場合、乗り合わせてお越しください。

た  ざき  し  ろう

入場
無料
来場者には
粗品を進呈

平成29年度  小松商工会議所会員大会  特別講演会参加申込書

※ご記入いただいた情報は、小松商工会議所からの各種連絡、情報提供のみ使用いたします。

参加者名参加者名

事業所名事業所名

お申込み方法お申込み方法
電話またはＦＡＸにてお申し込み下さい。
ＴＥＬ.0761-21-3121　ＦＡＸ.0761-21-3120

きりとり線




